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武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
曰

本
主
題
に
つ
い
て
各
国
の
学
者
の
見
解
や
国
家
実
行
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
が
あ
る
の
と
同
じ
く
、
実
は
各
国
の
裁
判
所
の
判
例
も
こ
の

(
1
)
 

問
題
に
対
し
て
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
多
様
な
対
応
を
み
せ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
比
較
的
統
一
的
な
判
例
を
残
し
て
い
る
の
は
、
米
国
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
言
葉
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、

(
2
)
 

「
米
国
の
裁
判
所
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
有
益
な
判
決
を
下
し
て
い
る
」
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

豊
富
な
判
例
を
生
み
だ
し
た
背
景
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
将
来
の
政
策
決
定
の
幅
を
狭
め
た
く
な
い
と
の
考
慮
か
ら
公
式
的
な
態

度
の
表
明
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
き
た
国
務
省
に
対
し
て
、
裁
判
所
に
は
こ
う
し
た
選
択
の
余
地
が
許
さ
れ
ず
、
付
託
さ
れ
る
こ
の
厄
介

な
問
題
に
つ
い
て
否
応
な
く
回
答
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
潜
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
ま
た
、
米

一
方
に
お
い
て
行
政
府
の
行
為
を
通
じ
て
、
他
方
に
お
い
て
司
法
判
決
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ

国
に
お
け
る
本
主
題
の
理
論
が
、

(3) 

と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
両
者
の
結
論
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
場
合
が
生
じ
う
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
混
乱
の
要
素
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
米
国
の
裁
判
所
が
法
廷
に
も
ち
こ
ま
れ
た
条
約
の
効
力

(
4
)
 

に
つ
い
て
国
務
省
に
尋
ね
る
習
慣
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
同
一
の
条
約
の
効
力
に
関
し

て
、
し
ば
し
ば
国
務
省
の
見
解
と
裁
判
所
の
見
解
が
異
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
厭
わ

ず
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
言
及
し
た
い
。
な
お
、
以
下
に
紹
介
す
る
判
例
は
か
な
ら
ず
し
も
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、

戦
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
と
い
う
主
題
を
扱
っ
た
米
国
の
主
だ
っ
た
判
例
を
で
き
る
か
ぎ
り
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

①
在
外
福
音
伝
道
協
会
事
件

(
T
h
e
Society for the P
r
o
p
a
g
a
t
i
o
n
 of the G
o
s
p
e
l
 in F
o
r
e
i
g
n
 P
a
r
t
s
 v. 
T
o
w
n
 of N
e
w
 H
a
v
e
n
)
 

m
米

国

国
内
判
例

（
一
八
九
）

（
一
八
二



こ
の
分
割
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
賜
さ
れ
た
地
域
は
町
に
編
入
さ
れ
、

伝
道
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。

七
六
一
年
に
英
国
王
に
よ
っ
て
下
賜
さ
れ
、

第
四
四
巻
第
二
号

三
年
）
、
米
国
最
高
裁
判
所

（
一
九
0
)

一
八
二
三
年
の
米
国
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
在
外
福
音
伝
道
協
会
事
件

判
決
で
あ
っ
た
。
本
事
件
は
、
行
政
府
が
戦
前
の
二
国
間
条
約
の
効
力
に
つ
い
て
何
ら
の
態
度
決
定
も
示
さ
な
い
時
に
、
司
法
府
が
本
主

(
5
)
 

題
を
取
り
扱
っ
た
最
初
の
事
例
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
論
点
は
、
一
七
九
四
年
の
ジ
ェ
イ
条
約
第
一

0
条
の
規
定
が
、

(
6
)
 

八
―
二
年
に
発
生
し
た
米
英
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

英
国
籍
の
協
会
で
あ
る
「
在
外
福
音
伝
道
協
会
」

(
T
h
e
S
o
c
i
e
t
y
 f
o
r
 t
h
e
 P
r
o
p
a
g
a
t
i
o
n
 o
f
 t
h
e
 G
o
s
p
e
l
 in F
o
r
e
i
g
n
 P
a
r
t
s
)
 
よ、＇ 

一
七
九
四
年
に
バ
ー
モ
ン
ト
州
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
た
土
地
の
占
有
回
復
を
求
め
る
訴
訟
を

提
起
し
た
。
同
協
会
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
＿
―
-
世

(
W
i
l
l
i
a
m

III)
が
在
位
二
二
年
目
に
発
し
た
特
許
状
に
よ
っ
て
、
英
植
民
地
内
で
の
福
音

一
七
六
一
年
―
一
月
二
日
、
英
領
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
総
督
が
英
国
王
の
名
に
よ
っ
て
土
地
を
下
賜

し
た
。
こ
の
下
賜
に
よ
り
、
英
領
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
地
域
が
、
当
該
地
域
の
住
民
及
び
彼
ら
の
相
続
人
並
ぴ
に
譲
受
人
に
付
与
さ

〔
事
実
〕

こ
う
し
た
米
国
の
判
例
の
な
か
で
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

関
法

ニ
ュ
ー
ヘ
プ
ン
(
N
e
w
H
a
v
e
n
)

と
名
付
け
ら
れ
た
。
地
域
は
六
八
の
地

区
に
分
割
さ
れ
、
そ
の
―
つ
が
「
在
外
福
音
伝
道
協
会
」
に
譲
渡
さ
れ
た
。
本
件
の
不
動
産
占
有
回
復
訴
訟
で
原
告
が
要
求
し
た
土
地
は
、

一
七
九
四
年
一

0
月
三

0
日
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
の
州
議
会
は
制
定
法
を
可
決
し
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
内
に
存
し
、
独
立
以
前
に
英
国
政
府

の
権
限
に
基
づ
い
て
「
在
外
福
音
伝
道
協
会
」
に
譲
渡
さ
れ
た
土
地
の
権
利
は
、
そ
の
土
地
が
属
す
る
町
に
永
久
に
譲
渡
さ
れ
る
も
の
と

定
め
た
。
こ
の
制
定
法
に
よ
り
、
町
の
行
政
委
員
に
、
土
地
を
年
単
位
の
賃
貸
料
を
と
っ
て
貸
与
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
制
定



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

「
被
告
は
、

〔
判
決
〕

一
七
九
四
年
の
ジ
ェ
イ

一
八
―
二
年
か
ら
一
四
年
の
米
英
の
戦
争
に
よ
っ
て
同
条
約

に
、
請
求
さ
れ
て
い
る
土
地
の
一
部
の
永
久
貸
与
を
実
施
し
た
。
年
間
賃
貸
料
は
、

一
八

0
0
年
二
月
一

0
日
、
被
告
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー

(
W
i
l
l
i
a
m
W
h
e
e
l
e
r
)
 

(
7
)
 

五
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
福
音
伝
道
協
会
は
土
地
の
占
有
回
復
を
求
め
た
。
同
協
会
の
請
求
の
基
礎
と
さ
れ
た
の
は
、

日
の
ジ
ェ
イ
条
約
第
九
条
で
あ
っ
た
。
同
条
は
、
大
略
、
「
米
国
領
域
に
お
い
て
現
在
土
地
を
所
有
す
る
英
国
臣
民
及
び
英
国
王
の
支
配

下
に
お
い
て
現
在
土
地
を
所
有
す
る
米
国
国
民
は
、
み
ず
か
ら
の
財
産
権
及
び
権
原
の
性
質
と
保
有
条
件
に
応
じ
て
引
き
続
き
土
地
を
保

(
8
)
 

有
す
る
」
旨
、
規
定
し
て
い
た
。
同
条
約
の
第
二
八
条
に
よ
れ
ば
、
同
条
約
の
最
初
の
一
〇
カ
条
は
「
永
続
的
」

(
"
p
e
r
m
a
n
e
n
t
"
)
な
も

(
9
)
 

の
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
側
の
弁
護
人
は
、
「
当
該
協
会
は
外
国
法
人
で
あ
る
の
で
、
そ
の
外
国
籍
の
ゆ

え
に
、

一
七
九
四
年
―
一
月
一
九

バ
ー
モ
ン
ト
州
に
お
い
て
土
地
を
保
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
権
利
は
一
七
八
二
年
の
平
和
条
約
〔
筆
者
注
こ
仮
条

約
〕
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
え
な
い
。
仮
に
保
護
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

は
終
了
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
条
約
に
由
来
す
る
権
利
も
消
滅
し
た
」
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
被
告
側
の
主
張
は
、
仮
に
原
告
が

平
和
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
し
て
も
、
先
の
戦
争
は
同
条
約
を
終
了
さ
せ
、
従
っ
て
、
同
条
約
に
基
づ
く
民
事
上
の
権
利
も
米
英

戦
争
の
平
和
条
約
で
あ
る
ガ
ン
条
約
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
な
い
限
り
終
了
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
最
高
裁
判
所
の
ワ
シ
ン
ト
ン
判
事
は
、
被
告
側
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
批
判
し
た
。

一
七
九
四
年
の
制
定
法
に
の
み
基
づ
い
た
議
論
で
土
地
に
対
す
る
権
原
を
主
張
し
、
同
規
則
の
効
力
に
よ
っ
て
原
告
の
権

(JO) 

原
は
剥
奪
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
…
…
こ
の
法
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
法
規
と
み
な
さ
れ
う
る
平
和
条
約
に
違
反
し
て
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
完
全
に
無
効
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
に
当
該
制
定
法
を
適
用
し
な
い
な
ら
ば
、

法
に
基
づ
き
、

ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
の
行
政
委
員
は
、

（
一
九
一
）



第
四
四
巻
第
二
号

条
約
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
原
告
の
権
原
は
、
先
の
戦
争
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
…
…
あ
る
条
約
に
基
づ
い
て
不
動
産

が
購
入
さ
れ
若
し
く
は
保
証
さ
れ
て
い
る
場
合
、
条
約
が
消
滅
す
れ
ば
か
か
る
不
動
産
に
対
す
る
権
利
も
消
滅
す
る
と
認
め
る
こ
と
は
、

最
も
危
険
で
あ
る
。
実
際
、
国
内
法
が
無
効
に
な
っ
て
も
当
該
国
内
法
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
た
権
利
は
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
条
約

の
終
了
は
そ
れ
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
権
利
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
な
い
…
…
。

（
一
九
二
）

…
…
平
和
が
回
復
し
た
時
に
明
示
若
し
く
は
黙
示
に
復
活
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
両
政
府
間
に
生
じ
た
戦
争
は
、
そ
の
事
自
体
に
よ
っ

令
s
o
f
a
c
t
o
)
、
条
約
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
弁
護
人
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
を
一
般
的
表
現
で
扱
う
国
際

法
の
初
期
の
学
者
が
示
し
た
理
論
の
許
容
範
囲
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
我
々
は
主
張
さ
れ
て
い
る
理
論
は
普
遍
的
真
実
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
に
満
足
を
覚
え
る
。
そ
の
目
的
や
趣
旨
に
鑑
み
て
、
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
す
る
性
質
の
条
約
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
領
土

に
関
す
る
永
久
的
な
取
極
…
…
を
意
図
す
る
か
、
あ
る
い
は
条
約
の
文
言
が
将
来
戦
争
が
発
生
し
た
場
合
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
場
合
、

条
約
が
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
す
る
の
は
す
べ
て
の
正
し
い
解
釈
規
則
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
し
て
、

と
多
数
決
で
も
っ
て
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
永
続
的
な
権
利
を
規
定
す
る
条
約
や
一
般
協
定
、
永
代
所
有
権
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
条
約
、
さ
ら
に
は
平
時
と
並
ん
で

戦
時
の
場
合
を
取
り
扱
う
条
約
は
、
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
も
終
了
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い
戦
争
が
続
く
間
停
止
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
条
約
が
当
事
者
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
新
し
い
且
つ
矛
盾
す
る
規
定
が
作
成
さ
れ
な
い
限
り
、
そ

(11) 

れ
ら
の
条
約
は
平
和
が
回
復
し
た
時
に
そ
の
効
力
を
復
活
す
る
」

と
述
べ
て
、
原
告
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
判
決
で
は
、
永
続
的
権
利
を
規
定
す
る
条
文
は
戦
争
に
も
か
か
わ

て

「
米
英
間
の
ジ
ェ
イ
条
約
第
九
条
は
、

一
八
―
二
年
の
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
し
な
い
」

関
法

ニ
四



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

二
五

(
E
l
i
z
a
b
e
t
h
 H
u
g
h
e
s
)
 
で
、
米
国
籍
の
男
性
と

一
九
―
一
年
―
一
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
籍
の
夫
と

一
人
は
、

ら
ず
そ
の
効
力
が
保
持
さ
れ
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
口
で
紹
介
し
た
一
八
八
五
年
の
ペ
イ
ヤ
ー
ド
国
務
長
官
の
書
簡
と
は
異

な
る
考
え
方
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
則
し
て
い
え
ば
、
本
判
決
で
は
条
約
の
可
分
性
を
前
提
に
議
論
が
構

(12) 

築
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
消
滅
主
義
の
考
え
方
は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
消
滅
主
義
の
考
え
方
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
一
九

世
紀
の
初
頭
と
い
う
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
、
本
判
決
の
先
駆
性
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
現
に
、
既
に
日
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
米
国
大
統
領
が
そ
の
後
の
メ
キ
シ
コ
と
の
戦
争
(
-
八
四
六
年
し
一
八
四
八
年
）
に
際
し
て
、
「
戦
争
状
態
は
、
交
戦
国
間
の
既
存

の
条
約
を
廃
棄
さ
せ
る
」
と
明
言
し
た
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

の
米
国
裁
判
所
の
判
例
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
米
国
の
判
例
の
流
れ
を
決
定
づ
け
る
事
件
が
起
き
た
。
そ

(14) 

れ
が
、
次
に
紹
介
す
る
二

0
世
紀
初
頭
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
上
訴
裁
判
所
の
判
決
で
あ
っ
た
。

(15) 

②
テ
ク
ト
対
ヒ
ュ
ー
ズ
事
件

(
T
e
c
h
tv•Hg 

g
h
e
s
)
 

(
一
九
二

0
年
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
上
訴
裁
判
所

第
一
次
大
戦
の
同
盟
国
と
米
国
と
の
間
の
平
和
条
約
発
効
以
前
に
下
さ
れ
た
本
判
決
は
、
米
国
に
お
け
る
本
主
題
に
関
す
る
理
論
形
成

(16) 

に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
、
ま
さ
に
歴
史
的
判
決
で
あ
っ
た
。

米
国
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
宣
戦
を
布
告
し
て
か
ら
二

0
日
後
の
一
九
一
七
年
―
二
月
二
七
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
わ
ず
か
な
不
動
産
を
所
有
し
て
い
た
一
人
の
米
国
民
が
遺
言
を
残
さ
ぬ
ま
ま
死
亡
し
た
。
故
人
に
は
、
二
人
の
娘
が
い
た
。

こ
の
事
件
の
原
告
と
な
っ
た
サ
ラ
・
テ
ク
ト

(
S
a
r
a
T
e
c
h
t
)
 
で、

婚
姻
し
、
米
国
に
在
住
し
て
い
た
。
彼
女
は
、
当
時
効
力
を
有
し
て
い
た
国
籍
法
に
基
づ
い
て
米
国
の
市
民
権
を
失
い
、
夫
の
国
籍
を
取

得
し
て
い
た
。
も
う
一
人
の
娘
は
、
本
事
件
の
被
告
で
あ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ

〔
事
実
〕

（
一
九
三
）

一
九
世
紀
初
頭
に
示
さ
れ
た
こ
の
判
決
は
、
そ
の
後



戦
争
に
至
る
や
そ
の
事
自
体
に
よ
っ
て

「
戦
争
が
交
戦
当
事
国
の
既
存
の
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
は
、
法
律
上
未
解
決
の
問
題
の
―
つ
で
あ
る
。
古
い
学
者
は
、
時
折
、
条
約
は

令
so
f
a
c
t
o
)

終
了
す
る
、
と
述
べ
た
。
現
代
の
学
者
は
、
こ
う
し
た
何
ら
の
例
外
も
認
め
な

こ
の
訴
え
に
対
し
て
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
判
事
は
、

〔
判
決
〕

第
四
四
巻
第
二
号

（
一
九
四
）

婚
姻
し
て
い
た
。
事
件
は
、
父
の
死
亡
に
よ
る
不
動
産
の
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
。

(17) 

エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
第
一
審
で
は
、
サ
ラ
が
「
敵
性
外
国
人
」

("alien
e
n
e
m
y
"
)

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
故
人
の
す
べ
て
の
財
産
の

相
続
権
を
主
張
し
た
。
な
お
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
法
令
は
、
米
国
民
と
「
友
好
的
外
国
人
」

("alien
friend") 
の
み
に
不
動
産
の
所

有
を
許
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
記
録
に
よ
れ
ば
、
サ
ラ
は
、
米
国
当
局
に
よ
っ
て
、
戦
争
の
開
始
後
、
敵
国
民
と
し
て
拘
留
さ
れ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
し
、
対
敵
通
商
法
や
そ
の
他
の
規
則
に
よ
っ
て
「
敵
性
外
国
人
」
の
地
位
に
置
か
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
第
一
審
で
は
、

「
対
敵
通
商
に
お
け
る
敵
性
認
定
の
基
準
は
実
際
の
住
所
地
で
あ
る
、
と
い
う
現
代
の
規
則
に
照
ら
す
と
、
米
国
の
居
住
者
で
あ
る
テ
ク

ト
夫
人
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
不
動
産
法
第
一

0
条
の
意
味
に
お
け
る
『
友
好
的
外
国
人
』
で
あ
る
」
と
判
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
サ
ラ

の
敵
性
認
定
は
認
め
ら
れ
ず
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
の
訴
え
は
斥
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
財
産
分
与
の
確
認
を
求
め
る
テ
ク
ト
夫
人
の
訴
訟
の
経

緯
の
中
で
、
再
び
彼
女
が
不
動
産
相
続
権
の
地
位
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
生
じ
、
そ
こ
で
は
、
サ
ラ
が
そ
の
根
拠
と
す
る
一
八
四

八
年
の
米
国
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
通
商
条
約
第
二
条
の
効
力
が
争
点
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
同
条
は
、
大
略
、
「
両
当
事
国
の
い
ず
れ

か
の
領
域
で
、
不
動
産
を
所
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
か
か
る
不
動
産
は
、
不
動
産
の
所
在
す
る
国
の
法
令
に
よ
っ
て
欠
格
者
と
さ

(18) 

れ
な
い
者
に
相
続
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
は
、
両
国
間
に
お
け
る
戦
争
の
発
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
の
主

(19) 

張
す
る
通
商
条
約
が
そ
の
有
効
性
を
維
持
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

関
法

二
六



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

二
七

―
つ
の
基
準
の
適
用
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
原
則
又
は
基
準
と

い
よ
う
な
所
説
を
否
定
す
る
。
今
日
の
国
際
法
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
実
際
的
に
取
り
扱
う
。
国
際
法
は
基
準
を
設
定
す
る
が
、
み
ず

か
ら
を
規
則
で
拘
束
は
し
な
い
。
即
ち
、
同
盟
条
約
は
失
効
す
る
。
国
境
条
約
、
割
譲
条
約
、
『
処
分
』
条
約
等
は
存
続
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
敵
対
行
為
を
規
律
す
る
条
約
も
そ
う
で
あ
る
。
…
…
〔
し
か
し
〕
こ
れ
ら
の
事
例
は
明
確
且
つ
最
終
的
な
原
則
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
同
一
の
原
則
の
諸
例
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、

は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
…
…
、
明
示
に
条
約
が
終
了
さ
れ
な
い
場
合
、
敵
対
行
為
の
状
況
と
両
立
す
る
条
約
の
諸
規
定
は
実
施
さ
れ
、

両
立
し
な
い
も
の
は
履
行
が
拒
否
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
だ
。
条
約
の
他
の
部
分
が
停
止
又
は
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
単
な
る
事
実
は
決

定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
条
約
は
、
そ
れ
が
不
可
分
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
全
体
と
し
て
失
効
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
通
商
航
海
条
約
は
戦
争
に
よ
っ
て
停
止
又
は
終
了
す
る
と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、

「
国
家
間
の
通
商
に
関
す
る
規
定
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
領
域
内
に
お
け
る
土
地
の
保
有
に
関
す
る
規
定
は
区
別
し
う
る
」
と
し
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
一
八
四
八
年
条
約
の
〔
当
該
規
定
の
〕
実
施
に
よ
っ
て
も
、
国
家
の
安
全
又
は
戦
争
の
存
続
と
い
う
政
府
の
政
策
と
の
矛
盾
は
生
じ

な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
原
告
は
当
該
条
約
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
相
続
の
地
位
を
享
受
す
る
」
（
傍
点
筆
者
）

、
、
、
、

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
判
決
は
、
条
約
規
定
と
戦
時
に
お
け
る
国
内
政
策
と
の
両
立
性
を
こ
の
問
題
に
対
す
る
基

準
(
t
e
s
t
)

と
し
て
採
用
し
た
。
前
節
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
こ
の
判
決
を
客
観
説
の
一
部
と
位
置
づ
け
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
判
決
の
詳

細
な
紹
介
を
機
会
に
、
若
干
の
留
保
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
判
事
が
用
い
た
両
立
性
の
基
準
は
、
あ
く

、
、
、
、

ま
で
、
戦
時
に
お
い
て
条
約
の
実
施
が
米
国
の
国
内
政
策
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
プ
ル
ン
チ
ュ
リ
や
フ
ィ
オ
ー

レ
が
提
唱
し
た
、
条
約
規
定
の
実
施
と
戦
争
状
態
と
の
両
立
性
と
い
う
国
際
法
に
基
づ
く
客
観
的
基
準
と
は
厳
密
な
意
味
で
は
同
一
で
は

(20) 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
際
法
は
特
定
の
国
家
の
国
内
政
策
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
見
方
を
換
え
て
言

（
一
九
五
）



〔
事
実
〕

第
四
四
巻
第
二
号

(
A
d
a
m
 L
e
i
t
b
a
c
h
)

が
遺
言
を
残
さ
ぬ
ま

え
ば
、
こ
の
判
決
は
、
条
約
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
権
利
や
特
典
を
一
方
の
当
事
国
の
国
内
政
策
と
の
両
立
性
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
、

同
判
決
に
お
け
る
カ
ル
ド
ー
ゾ
判
事
の
立
論
の
も
う
―
つ
の
特
徴
は
、
彼
が
条
約
の
可
分
性
を
前
提
に
議
論
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
で

(21) 

あ
る
。
経
塚
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
争
が
発
生
し
た
場
合
、
「
一
般
に
、
通
商
航
海
条
約
は
、
終
了
又
は
停
止
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
入
る
と
さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
、
通
商
は
当
事
国
間
の
友
誼
的
交
流
が
前
提
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
判
事
は
、
通
商
航
海

条
約
の
す
べ
て
の
条
項
が
、
当
事
国
の
友
誼
的
交
流
を
前
提
に
す
る
通
商
に
関
係
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
「
一
八
四
八
年

の
通
商
航
海
条
約
も
、
両
国
間
の
通
商
に
関
連
す
る
規
定
は
終
了
又
は
停
止
す
る
が
、
〔
本
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
〕
両
国
の
領
域
内
に

(22) 

お
け
る
土
地
の
保
有
に
関
す
る
規
定
は
存
続
す
る
と
分
け
て
判
示
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
条
約
規
定
の
実
施
と
戦
時
に
お
け
る
国
内
政
策
と
の
両
立
性
と
い
う
基
準
を
示
し
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
判

決
は
、
米
国
最
高
裁
判
所
の
判
決
と
変
わ
ら
ぬ
権
威
を
も
っ
て
、
そ
の
後
の
米
国
の
判
例
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

③
カ
ン
ザ
ス
州
対
リ
ア
ド
ン
事
件

(State
o
f
 K
a
n
s
a
s
 v. R
e
a
r
d
o
n
)
 
(
一
九
二
六
年
）
、
カ
ン
ザ
ス
州
最
高
裁
判
所

一
九
二
四
年
、
カ
ン
ザ
ス
州
に
土
地
を
保
有
す
る
一
人
の
米
国
民
ア
ダ
ム
・
ラ
イ
バ
ッ
ハ

ま
死
亡
し
た
。
彼
に
は
、
プ
ロ
シ
ア
に
住
む
ド
イ
ツ
人
を
除
い
て
、
親
戚
が
い
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
米
国
は
、

一
八
二
八
年
、
締
約

国
国
民
に
対
す
る
無
遺
言
死
亡
者
の
土
地
の
相
続
の
特
権
を
相
互
に
承
認
す
る
条
約
を
プ
ロ
シ
ア
と
の
間
に
締
結
し
て
い
た
。
本
訴
訟
で
、

原
告
の
カ
ン
ザ
ス
州
は
、
被
告
人
は
条
約
の
文
言
に
基
づ
い
て
土
地
を
売
却
し
そ
の
収
益
を
回
収
す
る
権
原
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、

と
い
う
問
題
点
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

関
法

ニ
八

（
一
九
六
）



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

と
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
判
決
は
、

二
九

外
国
人
で
あ
る
ラ
イ
バ
ッ
ハ
の
親
戚
は
土
地
を
相
続
し
え
な
い
と
反
論
し
、
当
該
土
地
の
所
有
者
の
裁
決
を
求
め
て
き
た
。
カ
ン
ザ
ス
州

一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
八
年
の
米
・
独
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
一
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ
ア
と
の
友
好
通
商
条
約
は
効
力
を
失
っ
て
お

一
九
ニ
―
年
―
一
月
―
一
日
に
効
力
を
発
生
し
た
ド
イ
ツ
と
の
単
独
講
和
条
約
（
ベ
ル
リ
ン
条
約
）

批
准
後
に
、
米
国
は
戦
前
の
二
国
間
条
約
を
復
活
し
効
力
を
維
持
す
る
た
め
の
積
極
的
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
同
様
の
結
果
が
生
じ

こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン
ザ
ス
州
最
高
裁
判
所
は
、
原
告
で
あ
る
カ
ン
ザ
ス
州
の
訴
え
を
斥
け
る
判
決
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
田
一
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ
ア
と
の
友
好
通
商
条
約
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
な
か
っ
た
。
互
恵
的
な
相
続
の
特
権
は
、
条
約
は
平

和
時
に
お
い
て
の
み
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
の
推
定
を
与
え
戦
争
の
遂
行
と
関
連
が
な
い
。

閲
ベ
ル
リ
ン
条
約
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
お
い
て
米
国
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
権
利
と
利
益
を
確

認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
八
九
条
は
、
『
各
同
盟
國
又
ハ
聯
合
國
ハ
…
…
獨
逸
國
ト
ノ
間
二
復
活
セ
シ
メ
ン
コ

ト
ヲ
欲
ス
ル
ニ
國
間
條
約
ヲ
獨
逸
國
二
通
告
ス
ヘ
シ
。
…
…
六
月
ノ
期
間
内
二
…
…
通
告
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
…
…
復
活
ス
ヘ
ク
其

ノ
他
ノ
一
切
ノ
條
約
ハ
消
滅
ス
ヘ
シ
』
と
規
定
し
て
い
た
。
…
…
そ
の
結
果
、
そ
れ
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
停
止
し
た
り
終
了
し
た
条
約

の
い
か
な
る
も
の
を
も
復
活
さ
せ
る
特
権
を
米
国
に
与
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
終
了
し
て
い
な
い
条
約
が
効
力
を
存
続

(23) 

す
る
た
め
に
も
こ
の
手
続
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」

仮
に
ベ
ル
リ
ン
条
約
の
規
定
に
基
づ
く
復
活
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
事
実
に
よ
っ
て
終
了
し
た
と
み
な
す
こ
と

〔
判
決
〕

て
い
る
、
と
主
張
し
た
。

り
、
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、

ょ、
•9 

一
八
二
八
年
の
友
好
通
商
条
約
は
そ
も
そ
も
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
し
て
い
な
い
の
で
、

（
一
九
七
）



〔
事
実
〕

第
四
四
巻
第
二
号

(
M
c
C
a
n
d
l
e
s
s
)
 

は
で
き
な
い
と
判
示
し
て
、
カ
ン
ザ
ス
州
の
訴
え
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
同
条
約
が
平
和
時
に
お
い
て

の
み
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
逆
に
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
又
は
停
止
し
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
も
可
能
な
わ
け
で
、
判
決
の
論
理
は
必
ず
し
も
す
っ
き
り
し
な
い
。
条
約
は
終
了
し
て
い
な
い
と
す
る
裁
判
所
の
判
断
の
根
拠
を
も
っ

と
提
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
前
の
二
国
間
条
約
の
う
ち
、
仮
に
復
活
の
対
象
に
な
ら
な
い
条
約
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
当
該
条
約
そ
の
も
の
が
そ
も
そ
も
終
了
や
運
用
停
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
と
し
て
、
そ
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
条

約
が
自
動
的
に
終
了
し
た
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
本
判
決
を
私
的
権
利
を
規
定

し
た
条
文
の
尊
重
を
認
め
た
、
米
国
の
特
徴
的
な
判
例
の
一
っ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

④
マ
ッ
カ
ン
ド
レ
ス
対
米
国
事
件

(
M
c
C
a
n
d
l
e
s
s

v. 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
)
 

本
件
は
、
人
身
保
護
令
状
の
申
立
て
の
事
件
で
あ
る
。
申
立
て
人
で
あ
る
マ
ッ
カ
ン
ド
レ
ス

材
工
場
の
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
が
、
移
民
法
に
違
反
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
彼
は
、

連
合
の
―
つ
で
あ
る
イ
ロ
ク
ォ
イ
族
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
カ
ナ
ダ
に
あ
る
同
族
の
居
留
地
で
出
生
し
、
米
国
の
建
築
用
鉄

一
七
九
四
年
の

ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
の
適
用
を
求
め
訴
え
た
。
同
条
は
、
大
略
、
「
英
国
の
臣
民
及
び
米
国
の
国
民
、
さ
ら
に
両
国
の
国
境
線
の
い
ず
れ

か
の
側
に
居
住
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
つ
い
て
は
、

い
つ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
へ
の
出
入
国
、
ま
た
、
各
々
の
あ
ら
ゆ
る
湖
、
河
川

(24) 

及
び
水
域
の
航
行
、
お
互
い
の
間
の
貿
易
・
通
商
を
自
由
に
行
い
う
る
こ
と
に
同
意
す
る
」
旨
を
規
定
し
て
い
た
。
地
方
裁
判
所
は
原
告

の
訴
え
を
認
め
人
身
保
護
令
状
を
与
え
た
が
、
控
訴
さ
れ
た
。
第
三
巡
回
控
訴
裁
判
所
で
の
争
点
は
、
ジ
ェ
イ
条
約
が
一
八
―
二
年
の
米

英
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
た
か
ど
う
か
に
絞
ら
れ
て
い
た
。

関
法

゜
は
、
北
米
の
六
部
族

（
一
九
八
）

（
一
九
二
八
年
）
、
第
三
巡
回
控
訴
裁
判
所



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

米
国
と
ド
イ
ツ
が
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
一
九
一
七
年
一

0
月、

一
人
の
米
国
市
民
が
遺
言
を
残
さ
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
。
故
人
の
近
親

〔
事
実
〕

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
独
立
戦
争
の
時
と
同
様
に
、

一
八
―
二
年
の
戦
争
の
時
も
六
部
族
連
合
が
中
立
を
維
持
し
て
い

し
か
し
、
バ
フ
ィ
ン
ト
ン
判
事

(
]
.
B
u
f
f
i
n
g
t
o
n
)

持
す
る
判
断
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

は
、
こ
の
問
題
に
直
接
答
え
ず
、
ま
っ
た
く
別
の
角
度
か
ら
、
地
裁
の
判
決
を
支

「
わ
れ
わ
れ
は
今
こ
こ
で
、
ジ
ェ
イ
条
約
の
両
署
名
国
の
権
利
義
務
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
署
名
国
の
共
同
行
為
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
第
三
者
の
権
利
を
扱
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
事
柄
の
性
質
上
、
条
約
や
条
約
上
の
権
利
は
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
、

再
び
存
在
す
る
た
め
に
は
新
し
い
条
約
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
論
法
は
こ
れ
ら
の

る
場
合
に
、
交
戦
国
の
い
ず
れ
も
六
部
族
連
合
の
地
位
の
変
更
を
望
む
べ
き
理
由
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
条
約
が
交
渉
中

に
、
こ
れ
ら
の
部
族
は
、
米
英
両
国
の
同
意
に
よ
っ
て
各
自
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
し
う
る
こ
と
を
主

張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
れ
ら
が
中
立
を
維
持
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
英
両
国
が
戦
争
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

(25) 

こ
う
し
た
権
利
が
終
了
し
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
」

(26) 

と
、
判
示
し
た
。
な
お
本
判
決
の
論
理
は
、
類
似
の
問
題
を
扱
っ
た
一
九
二
九
年
の
米
国
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
カ
ー
ナ
ス
事
件
判
決

（
⑥
参
照
）
に
お
い
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
英
国
の
著
名
な
二
人
の
学
者
（
マ
ク
ネ
イ
ア
と
ロ
ー
タ
ー
パ
ク
ト
）

(27) 

の
判
決
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
る
。

⑤
グ
ー
ス
対
プ
ロ
ッ
ク
ス
等
事
件

(
G
o
o
s
v. B
r
o
c
k
s
 et al.) 
(
一
九
二
九
年
）
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
最
高
裁
判
所

（
一
九
九
）

は
、
む
し
ろ
こ

〔
判
決
〕



〔
判
決
〕

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
し
た
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
ち
な
み
に
、

関
法
•
第
四
四
巻
第
二
号

一
八
二
八
年
条
約
は
通
告
の
対
象

（二
0
0
)

者
及
び
法
定
相
続
人
は
い
ず
れ
も
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
に
居
住
し
な
い
敵
国
民
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
故
人
の
土
地
は
分
割
さ
れ
売
却
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
何
人
か
の
買
主
は
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
法
に
よ
れ
ば
、
同
州
に
居
住
し
な
い
外
国
人
で
あ
る
売
主
に
は
土
地
に
対
す
る
権
原
が
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
入
札
の
無
効
と
前
払
い
金
の
返
還
を
申
し
立
て
た
。
予
審
法
廷
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
売
却
を
無
効
と
し
た
。
こ
れ

一
八
二
八
年
の
米
・
プ
ロ
シ
ア
間
の
友
好
通
商
条
約
第
一
四
条
に
基
づ
く
不
動
産
相
続
権
を
主
張
し
た
。

同
条
は
、
「
一
方
の
当
事
国
の
領
土
内
に
不
動
産
を
所
有
す
る
者
が
死
亡
し
て
、
同
地
法
に
よ
っ
て
、
当
該
不
動
産
が
他
方
の
当
事
国
の

国
民
又
は
臣
民
に
相
続
さ
れ
る
場
合
、
当
該
国
民
又
は
臣
民
に
は
、
…
…
不
動
産
を
売
却
し
、
そ
の
収
益
を
回
収
す
る
た
め
の
合
理
的
な

(28) 

時
間
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

一
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ
ア
と
の
友
好
通
商
条
約
第

一
四
条
が
有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
条
約
規
定
が
優
越
し
相
続
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
は
、
口
で
紹
介

し
た
ア
デ
ィ
ー
第
二
国
務
次
官
補
の
書
簡
ー
「
わ
が
国
政
府
は
、
…
…
通
告
の
期
間
内
に
、

一
八
二
八
年
条
約
を
復
活
さ
せ
る
意
図
を

通
告
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
国
務
省
は
、
本
条
約
は
現
在
効
力
を
有
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
る
」
ー
を
引
用
し
、
当
該
条
約
は
戦

一
九
ニ
―
年
の
ド
イ
ツ
と
の
平
和
条
約
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
条
約
は
、

(29) 

米
国
に
よ
る
通
告
が
な
さ
れ
た
も
の
を
除
き
戦
前
の
二
国
間
条
約
は
終
了
す
る
旨
規
定
し
て
い
た
が
、

グ
ッ
ド
判
事

(J.Good)

は
、
先
の
判
決
は
破
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、

「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
制
定
法
に
基
づ
け
ば
、
同
地
に
居
住
し
な
い
外
国
人
は
、

に
対
し
て
、
法
定
相
続
人
は
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
制
定
法
に
ま
さ
る
権
限
に
よ
っ
て
当

該
外
国
人
の
相
続
権
が
確
保
さ
れ
な
い
限
り
、
相
続
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

こ
と
を
確
認
す
る
一
方
で
、

「
…
…
〔
こ
う
し
た
〕
居
住
し
な
い
外
国
人
の
土
地
相
続
権
が
条
約
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
う
る
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
承
認
さ
れ

て
き
た
。
承
認
さ
れ
た
原
則
に
従
え
ば
、
条
約
の
文
言
の
狭
義
の
解
釈
よ
り
も
字
義
に
と
ら
わ
れ
な
い
解
釈
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
立
場
か
ら
条
約
と
国
務
省
の
書
簡
を
解
釈
し
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
…
…
こ
の
書
簡
に
は
、
国
務
省
が
、
プ
ロ
シ
ア
と
の
条
約
は
一
九
一
七
年
一

0
月
の
時
点
で
は
有
効
で
は
な
か
っ
た
と
か
、
あ
る
い

は
当
該
条
約
は
米
国
と
ド
イ
ツ
の
間
の
宣
戦
布
告
に
よ
っ
て
終
了
し
た
、
と
の
主
張
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
存
在
し
な
い
。

…
…
条
約
規
定
に
基
づ
い
て
個
人
の
権
利
が
付
与
さ
れ
た
場
合
は
い
つ
で
も
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
当
該
条
約
の
終
了
や
廃
棄
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
敵
対
行
為
遂
行
中
に
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
、
か
つ
そ
の
収
益
が
敵
国
の
手
に
移
っ
た

も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
敵
国
人
の
相
続
権
は
条
約
当
事
国
間
に
存
在
す
る
戦
争
の
命
運
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、

「
本
裁
判
所
は
、
当
該
条
約
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
土
地
相
続
権
は
、
米
国
と
ド
イ
ツ
帝
国
間
の
戦
争
状
態
と
両
立
す
る
し
、
そ
れ
に

(30) 

よ
っ
て
終
了
し
な
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。
こ
こ
で
も
、
通
告
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
戦
前
の
二
国
間
条
約
の
規
定
の
効
力
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当

該
規
定
の
戦
争
状
態
と
の
両
立
性
と
い
う
基
準
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
米
国
の
判
例
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
る
、
戦
争
の
発
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
的
権
利
に
関
す
る
条
文
規
定
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
る
。

(31) 

⑥
カ
ー
ナ
ス
対
米
国
事
件

(
K
a
r
n
u
t
h
v. 
U
n
i
t
e
d
 States) 

(
一
九
二
九
年
）
、
米
国
最
高
裁
判
所

戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
寛
大
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
米
国
の
判
例
の
中
に
あ
っ

(32) 

て
、
顕
著
な
例
外
と
も
い
う
べ
き
存
在
が
一
九
二
九
年
の
カ
ー
ナ
ス
対
米
国
事
件
に
お
け
る
米
国
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る
。
本
事
件

言

（二

0
1
)
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う
し
た
米
国
当
局
の
措
置
に
対
し
て
、
両
名
は
、

い
た
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
ネ
ロ
ン

(
A
n
t
o
n
i
o
D
a
n
e
l
o
n
)
は、

一
九
二
五
年
九
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

一
九
二
三
年
に
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
た
。
父
の

あ
る
メ
ア
リ
ー
・
ク
ッ
ク

(
M
a
r
y
C
o
o
k
)
は、

〔
事
実
〕

第
四
四
巻
第
二
号

（二
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二）

一
九
二
四
年
の
米
国
移
民
法
第
三
条
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
人
身
保
護
令
状
の
申
立
て
に
関
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
移
民
法
で
は
、

「
移
民
」
を
「
商
用
や
娯
楽
の
た
め
に
一
時
的
に
米
国
を
訪
れ
る
外
国
人
…
…
を
除
く
、
米
国
以
外
の
地
か
ら
米
国
に
向
け
て
出
発
し
た

す
べ
て
の
外
国
人
」
と
定
義
し
て
い
た
。
米
国
最
高
裁
判
所
は
、
本
事
件
の
審
理
に
お
い
て
、
米
英
間
の
一
七
九
四
年
の
ジ
ェ
イ
条
約
第

三
条
は
一
八
―
二
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
た
、
と
判
示
し
た
。

申
立
て
人
は
、
と
も
に
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
に
居
住
し
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
英
国
臣
民
で

一
九
二
四
年
五
月
に
カ
ナ
ダ
に
や
っ
て
き
た
。
彼
女
は
紡
績
エ
と
し
て
の
職
を
得
、
仕

事
の
た
め
に
毎
日
カ
ナ
ダ
か
ら
米
国
へ
入
国
し
て
い
た
が
、
事
件
発
生
時
に
は
失
業
中
で
職
探
し
の
た
め
に
米
国
へ
の
入
国
を
希
望
し
て

帰
化
に
よ
っ
て
カ
ナ
ダ
市
民
に
な
っ
た
と
主
張
し
て
い
た
彼
は
、
米
国
で
一
年
以
上
も
の
間
働
い
て
お
り
、
仕
事
の
再
開
の
た
め
に
入
国

を
希
望
し
て
い
た
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、
移
民
法
の
解
釈
上
、
―
'quota
,
 
i
m
m
i
g
r
a
n
t
s
"
 
(
政
府
の
移
民
受
入
れ
制
限
を
適
用
さ
れ
る
移

民
）
に
あ
た
る
と
し
て
、
同
法
第
三
条
二
項
の
例
外
規
定
（
商
用
や
娯
楽
の
た
め
に
一
時
的
に
米
国
を
訪
れ
る
外
国
人
）
の
対
象
に
な
ら

(33) 

な
い
と
し
て
、
入
国
を
拒
否
さ
れ
た
。
実
は
、
同
法
第
二
四
条
に
基
い
て
、
「
…
…
雇
用
さ
れ
働
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
時
的
滞
在
は
、

同
法
第
三
条
二
項
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」
と
の
移
民
局
の
規
則
が
、

一
七
九
四
年
の
ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
（
④
参
照
）
を
援
用
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
西
地
区
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
移
民
局
職
員
の
行
為
を
是
認
し
、
人
身
保
護
令
状
の
発
給
を
拒
否
し
た
。
事
件
は
控
訴
さ
れ
、
控
訴

ょ、
,
1
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向
け
、

武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」

審
に
お
い
て
判
決
は
覆
さ
れ
た
。
第
二
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
雇
用
さ
れ
働
く
た
め
に
、
毎
日
カ
ナ
ダ
か
ら
米
国
へ
入
国
す
る
外
国
人
は

移
民
で
は
な
く
、
移
民
法
第
三
条
二
項
に
い
う
商
用
に
よ
る
滞
在
に
あ
た
る
と
判
示
し
た
。
移
民
法
が
両
名
を
排
除
し
て
い
る
と
解
釈
す

一
七
九
四
年
の
ジ
ェ
イ
条
約
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
る
と
裁
判
所
は
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、
「
ジ
ェ

一
八
―
二
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
て
い
な
い
。
移
民
法
は
、
可
能
な
限
り
、
先
の
条
約
と
調
和
す
る
よ
う
解
釈

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
「
人
身
保
護
令
状
の
発
給
を
拒
否
し
た
地
方
裁
判
所
の
判
決
は
破
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の

(34) 

判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
件
は
上
告
さ
れ
た
。
米
国
最
高
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
た
判
断
は
、
ジ
ェ
イ
条
約
が
一
八
―
二
年

の
米
英
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
た
と
み
な
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
米
国
政
府
は
、
当
該
条
約
規
定
は
戦
争
に
よ
っ

(35) 

て
終
了
し
た
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
米
国
最
高
裁
判
所
が
い
か
な
る
判
断
を
示
す
か
注
目
さ
れ
る
こ
と
と

(36) 

な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
の
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
判
事

(
j
・
S
u
t
h
e
r
l
a
n
d
)

一五

は
、
次
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。

「
政
府
の
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
条
約
と
移
民
法
の
間
に
は
抵
触
は
な
い
。
し
か
し
、
第
二
に
、
依
拠
さ
れ
て
い
る
条

約
規
定
は
一
八
―
―
一
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
て
い
る
。
〔
そ
こ
で
〕
直
ち
に
第
二
の
主
張
の
検
討
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
第
二
の
主
張
が
支
持
さ
れ
れ
ば
、
第
一
の
主
張
は
重
要
性
を
失
い
、
当
該
移
民
法
に
は
条
約
の
拘
束
を
受
け
な
い
解
釈
が
可

と
し
て
、
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
と
い
う
厄
介
な
主
題
に
取
り
組
ん
だ
。
最
初
に
、
本
主
題
に
関
す
る
国
際
法
の
理
論
状
況
に
目
を

〔
判
決
〕

イ
条
約
第
三
条
は
、

れ
ば
、

（二

0
三）
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「
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
は
、
広
範
な
意
見
の
相
違
が
存
在
す
る
主
題
で
あ
る
。
古
い
時
代
の
学
者
が
時
折
主
張
し
て
い
た
理
論

令
s
o
f
a
c
t
o
)
、
戦
争
を
行
っ
て
い
る
当
事
国
間
の
条
約
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
が
、
現
代
の
多
数
の
権
威
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。
近
年
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
条
約
規
定
が
終
了
す
る
か
否
か

(37) 

は
、
そ
の
条
約
の
内
在
的
性
質
に
よ
る
』
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
確
に
ど
の
条
約
が
終
了
し
、
ど
の
条
約
が
存
続
す
る

か
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
は
な
い
。
諸
国
の
学
者
や
各
国
の
実
行
に
は
、
か
な
り
の
意
見
の
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
主
題
に

関
す
る
法
は
い
ま
だ
形
成
途
上
に
あ
り
、
普
遍
性
の
あ
る
原
則
の
定
式
化
を
行
う
た
め
に
は
、
裁
判
所
は
相
当
な
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
条
約
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
共
通
の
合
意
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
条
約
と
は
、
戦
争
状
態
に
お
い
て
履
行
さ
れ
る
べ
き
規
定
、
割
譲
条
約
、
国
境
条
約
及
び
そ
れ
に
類
似
の
条
約
、
締
約
国
の

一
方
の
国
民
若
し
く
は
臣
民
に
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
あ
る
土
地
を
所
有
し
た
り
処
分
す
る
権
利
を
付
与
す
る
規
定
、
そ
し
て
一

般
的
に
は
既
に
履
行
さ
れ
た
行
為
を
表
す
規
定
で
あ
る
。
他
方
、
政
治
的
な
性
質
を
も
っ
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
が
『
国
家
間
の
協
調

関
係
の
促
進
』
に
あ
る
よ
う
な
友
好
条
約
や
同
盟
条
約
及
び
そ
れ
に
類
似
し
た
条
約
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
間
違
い
な
く
終
了
す
る
条
約

(38) 

規
定
の
範
疇
に
入
る
も
の
と
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、
本
事
件
の
具
体
的
な
条
約
規
定
の
考
察
に
入
っ
た
。
す
で
に
米
国
最
高
裁
判
所
は
、
前
述
の
在
外
福
音
伝
道
協
会
事
件

（
①
参
照
）

で
当
該
条
約
の
第
九
条
に
つ
い
て
戦
争
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
、
と
の
判
断
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
裁
判
所
の

判
断
が
い
っ
そ
う
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
判
事
は
、

「
第
九
条
と
第
三
条
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
事
柄
に
関
連
し
て
い
る
。
第
九
条
は
、
永
代
所
有
権
を
目
的
と
し
、
性
格
に
お
い
て
既
得

の
且
つ
永
久
的
な
既
存
の
権
利
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
に
関
連
し
て
、
所
有
者
及
び
そ
の
相
続
人
並
び
に
譲
渡
人
は
外
国

と
は
、
戦
争
が
、
そ
の
事
自
体
に
よ
っ
て

関
法

六



る」

武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

を
停
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

＿七

〔
当
該
〕

人
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
明
示
の
規
定
に
よ
っ
て
定
め
る
既
存
の
権
利
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
性
質
に

よ
っ
て
、
戦
争
や
平
和
と
は
無
関
係
な
固
定
さ
れ
た
継
続
的
な
権
利
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
条
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
特
権

は
、
条
約
を
離
れ
て
は
い
か
な
る
義
務
的
な
存
在
で
も
な
い
と
こ
ろ
の
、
ま
た
相
互
信
頼
の
考
慮
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
、
関
係
悪
化
の

場
合
に
は
行
使
さ
れ
な
い
と
い
う
推
定
に
基
礎
を
置
く
、
条
約
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
特
権
で
あ
る
。
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、

そ
れ
は
既
得
権
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
性
質
上
永
久
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
…
…
戦
争
状
態
に
お
い
て
は
必
然
的
に
運
用

一
主
権
国
の
国
民
又
は
臣
民
の
他
国
領
域
へ
の
通
過
又
は
再
通
過
は
、
敵
対
行
為
の
状
況
と

一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
論
に
至
る
根
拠
は
明
ら
か
で
あ
る
1

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
反
逆
的
な
通
商
に
門
戸
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
通
商
の
自
由
は
、
戦
争
の
終
結
に
伴
う
状
況
と
は
両
立
し
な
い
可
能
性
の
あ
る

こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。
戦
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
国
家
間
の
平
和
的
な
関
係
の
乱
れ
は
、
し
ば
し
ば
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
伴
う
苦
痛
や
不
信
感
、
そ
し
て
嫌
悪
感
が
平
和
の
到
来
し
た
後
も
い
つ
ま
で
も
存
続
す
る
こ
と
が
あ
る
。
…
…
従
っ
て
、
そ
の
規

定
は
、
締
約
国
間
の
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
続
す
る
条
約
規
定
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
表
現
、
そ
し
て
付
け
加
え
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
同
様
の
趣
旨
の
表
現
は
、
現
在
検
討
中
の
ジ
ェ
イ
条
約
の

規
定
は
一
八
―
二
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
、
そ
の
結
果
、
締
約
国
は
同
規
定
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
義
務
を
免
れ
、
復
活
さ
れ
な

い
か
ぎ
り
、
そ
の
時
そ
の
時
の
国
内
政
策
に
基
づ
い
て
自
由
に
処
理
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
我
々
の
結
論
を
是
認
し
て
い

と
述
べ
て
、
全
員
一
致
で
も
っ
て
、
巡
回
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
す
べ
き
だ
と
の
逆
転
の
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

米
国
最
高
裁
判
所
は
、
第
九
条
と
第
三
条
の
可
分
性
を
前
提
に
、
条
文
規
定
を
そ
の
性
格
に
よ
っ
て
分
類
し
、
異
な
る
結
論
に
到
達
し
た

（二

0
五）



第
四
四
巻
第
二
号

の
で
あ
る
。
①
の
判
例
の
紹
介
の
際
に
も
触
れ
た
が
、
ジ
ェ
イ
条
約
第
二
八
条
は
同
条
約
の
最
初
の
一

0
カ
条
は
「
永
続
的
」

(
"
p
e
r
m
a
n
e
n
t
"
)

な
も
の
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
高
裁
は
、
同
規
定
は
、
明
示
に
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
そ

の
他
の
条
文
と
の
区
別
を
意
図
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、

"
p
e
r
m
a
n
e
n
t
"

と
い
う
用
語
は

"
p
e
r
p
e
t
u
a
l
"
や
"everlasting"
と
い
っ
た
言
葉

(39) 

と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
し
て
、
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
問
題
と
関
連
が
な
い
と
の
態
度
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、

「
被
告
の
主
張
ど
お
り
、

続
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
仮
に
こ
の
問
題
に
関
す
る
条
約
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
で
あ

開
い
て
い
た
。
こ
の
政
策
は
、
我
々
が
最
も
友
好
的
な
関
係
を
常
に
保
っ
て
き
た
カ
ナ
ダ
の
住
民
が
国
境
を
越
え
る
と
い
う
特
権
を
引

き
続
き
行
使
す
る
こ
と
へ
の
米
国
政
府
の
黙
認
を
充
分
に
説
明
す
る
。
し
か
し
か
か
る
黙
認
は
条
約
義
務
の
復
活
を
承
認
し
て
い
る
と

(40) 

の
推
定
を
許
す
も
の
で
は
な
い
」

(41) 

と
述
べ
て
、
こ
う
し
た
事
実
を
単
に
礼
譲
の
問
題
と
捉
え
、
控
訴
審
の
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
判
決
に
対
し
て
、

ろ
う
。
つ
い
最
近
ま
で
、
米
国
の
政
策
は
、

関
法

(J. 

W. G
a
r
n
e
r
)
教
授
は
、
「
本
判
決
は
遺
憾
で
あ
る
。

一
八
―
二
年
の
戦
争
の
後
も
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
、
両
国
の
国
民
及
ぴ
臣
民
が
国
境
を
自
由
に
行
き
来
し

一
定
の
明
確
な
例
外
を
除
い
て
、
全
て
の
者
に
そ
の
忠
誠
義
務
に
か
か
わ
り
な
く
門
戸
を

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
草
案
の
報
告
者
で
あ
っ
た
ガ
ー
ナ
ー

(42) 

な
ぜ
な
ら
、
実
行
や
判
例
に
照
ら
し
て
擁
護
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
の
厳
し
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
条
約
の
可
分
性
を

前
提
に
、
個
々
の
条
文
の
性
質
及
び
そ
の
具
体
的
内
容
に
立
ち
入
っ
て
効
力
問
題
を
扱
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
従
来
の
米
国
の
裁
判
所
の

手
法
に
沿
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
判
決
が
下
さ
れ
た
背
景
に
は
、
行
政
府
が
条
約
規
定
の
終
了
を

(43) 

強
く
支
持
し
て
い
た
こ
と
、
仮
に
第
三
条
を
未
だ
効
力
あ
り
と
判
示
す
れ
ば
当
時
の
制
限
的
な
米
国
の
移
民
政
策
と
抵
触
す
る
こ
と
に
な

(44) 

る
、
と
い
っ
た
考
慮
が
潜
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
行
政
府
の
態
度
に
強
く
影
響
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
こ
と
は
否
定

八

二
0
六）



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ほ
す
効
果
口

て
い
な
か
っ
た
。

の
間
の
戦
争
に
よ
っ
て
同
条
約
は
終
了
し
た
と
主
張
し
た
。

払
っ
た
税
の
返
還
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
米
国
政
府
は
、

次
に
紹
介
す
る
一
九
三

0
年
代
の
二
つ
の
訴
訟
で
は
、
米
国
の
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
前
の
条
約
に
定
め
ら
れ
た
ト
ン
税
に
関
す

⑦
ソ
フ
ィ
ー
・
リ
ッ
ク
マ
ァ

1
号
事
件

(
T
h
e
S
o
p
h
i
e
 R
i
c
k
m
e
r
s
)
 

一
九
ニ
―
年
九
月
二
七
日
、

九

一
九
ニ
―
年
―
一
月
―
一
日
以
後
の
ド
イ
ツ
船
舶
に
対

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
に
入
港
し
た
ハ
ン
プ
ル
グ
登
録
の
ド
イ
ツ
船
舶
ソ
フ
ィ
ー
・
リ
ッ
ク
マ
ァ

1
号
は
、
米

国
国
内
法
（
改
正
法
第
四
ニ
―
九
条
及
び
同
第
四
ニ
ニ
五
条
）
に
基
づ
い
て
、

さ
れ
た
。
同
項
は
、
米
国
籍
で
な
い
船
舶
に
対
し
て
差
別
税
を
賦
課
し
う
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

(46) 

と
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
を
含
む
）
と
の
条
約
、
及
び
一
八
二
八
年
の
米
国
と
プ
ロ
シ
ア
間
の
友
好
通
商
条
約
は
、
ト
ン
税
に

(47) 

つ
い
て
内
国
船
舶
と
の
平
等
待
遇
を
規
定
し
て
い
た
。
そ
こ
で
原
告
は
、
ト
ン
税
の
賦
課
は
こ
れ
ら
の
条
約
に
違
反
す
る
と
し
て
、
支

一
八
二
七
年
の
米
国

ハ
ン
ブ
ル
グ
と
プ
ロ
シ
ア
の
ド
イ
ツ
帝
国
へ
の
併
合
に
よ
っ
て
先
の
条

約
は
終
了
し
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
た
と
え
そ
れ
ら
の
条
約
が
帝
国
の
形
成
後
も
存
続
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
米
国
と
ド
イ
ツ
と

な
お
、
同
船
の
入
港
時
に
は
、
米
国
・
ド
イ
ツ
間
の
敵
対
行
為
は
停
止
し
貿
易
関
係
は
再
開
さ
れ
て
い
た
が
、
平
和
条
約
は
締
結
さ
れ

一
九
ニ
―
年
―
一
月
―
一
日
に
発
効
し
た
ド
イ
ツ
と
の
単
独
講
和
条
約
に
よ
っ
て
、
明
示
に
復
活
さ
れ
な
い
条
約
は
失

効
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
が
、
二
つ
の
条
約
に
つ
い
て
は
、
復
活
を
示
す
証
拠
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

二
日
、
大
統
領
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
受
け
取
っ
た
互
恵
的
待
遇
の
保
証
に
基
づ
き
、

〔
事
実
〕

る
内
国
船
舶
と
の
平
等
待
遇
の
規
定
の
効
力
を
承
認
し
た
。

(45) 

し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

（二
0
七）

（
一
九
三

0
年
）
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
方
裁
判
所

一
九
二
二
年
三
月
二

一
ト
ン
当
た
り
五

0
セ
ン
ト
の
ト
ン
税
の
支
払
い
を
強
制



ア
と
の
条
約
は
、

饗
を
及
ほ
し
う
る
か
見
極
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
故

一
八
二
七
年
の
ハ
ン
ザ
同
盟
と
の
条
約
及
び
一
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ

第
四
四
巻
第
二
号

一
八
二
八
年
の
条
約
は
、
〔
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
〕

(49) 

て
、
特
に
両
国
政
府
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
き
た
」

（二

0
八）

(48) 

一
九
二
三
年
―
二
月
八
日
に
締
結
さ
れ
た
両
国
間
の
新
通
商
条
約
は
、

「
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、
そ
れ
ら
の
条
約
は
明
ら
か
に
有
効
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
の
構
成
部
分
と
な
っ
た
主
権

国
家
と
の
条
約
は
、
帝
国
の
創
設
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
続
し
た
。
…
…
こ
う
し
た
推
定
に
基
づ
い
て
、
政
府
は
新
し
い
通
商
条
約
を
締

一
八
七
一
年
以
来
、
有
効
な
も
の
と
し

と
の
判
断
を
示
し
た
上
で
、
先
に
紹
介
し
た
カ
ル
ド
ー
ゾ
判
事
の
両
立
性
の
基
準
を
肯
定
的
に
引
用
し
な
が
ら
、

「
少
な
く
と
も
商
品
の
輸
送
に
影
響
を
及
ぽ
す
よ
う
な
通
商
条
約
の
部
分
は
、
私
の
判
断
で
は
、
合
理
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
戦
争
前

に
行
わ
れ
て
い
た
地
位
を
再
び
取
り
戻
す
よ
う
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
ト
ン
税
の
相
互
性
が
い
か
な
る
形
で
国
の
安
全
に
影

一
九
一
九
年
七
月
か
ら
一
九
ニ
―
年
―
一
月
一

一
日
の
間
、
効
力
を
有
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
原
告
は
正
当
な
根

拠

(
c
a
u
s
e
o
f
 a
c
t
i
o
n
)
を
有
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
私
の
見
解
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
確
立
さ
れ
た
相
互
性
を
尊
重
す
る
米
国
の
政
策
と
一
九
ニ
―
年
―
一
月
―
二
日
以
前
に
ド
イ

ツ
が
米
国
に
対
し
て
差
別
的
な
ト
ン
税
を
課
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
何
も
提
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、

「
こ
の
米
国
の
不
変
の
政
策
に
照
ら
し
て
、
ま
た
他
の
海
運
諸
国
の
船
舶
に
付
与
さ
れ
た
一
般
的
な
免
除
に
鑑
み
て
、
戦
争
に
よ
っ
て

結
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
て
い
た
。

事
件
を
担
当
し
た
マ
ッ
ク
判
事

(
I
.
M
a
c
k

は
、
原
告
を
支
持
し
て
、

〔
判
決
〕

再
び
ト
ン
税
に
関
し
て
内
国
船
舶
と
の
平
等
を
規
定
し
た
。

す
る
差
別
税
の
徴
収
を
停
止
す
る
大
統
領
令
を
発
布
し
た
。
ま
た
、

関
法

四
〇



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
曰

四

中
断
さ
れ
て
い
た
貿
易
関
係
が
回
復
し
た
時
に
、
異
な
る
事
態
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
推
定
す
る
十
分
な
根
拠
は
何
ら

(50) 

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
種
の
事
件
が
今
度
は
米
国
の
請
求
裁
判
所
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑧
フ
レ
ン
ス
プ
ル
ク
汽
船
会
社
対
米
国
事
件

(
F
l
e
n
s
b
u
r
g
e
r
D
a
m
p
f
e
r
c
o
m
p
a
g
n
i
e
 v. 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
)
 

(
一
九
三
二
年
）
、
米
国
請
求
裁

一
九
一
九
年
七
月
一
四
日
、
米
・
独
間
の
貿
易
関
係
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、

(
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
 o
f
 N
a
v
i
g
a
t
i
o
n
)
 

る
よ
う
命
令
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
船
舶
に
対
し
て
差
別
ト
ン
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
二

一
年
―
一
月
―
―
日
、

は
ヽ

一
八
二
八
年
の
条
約
及
ぴ
そ
の
条
約
を
実
施
す
る
制
定
法
は
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了

マ

マ

一
九
一
九
年
七
月
一
四
日
に
遡
っ
て
一
ト
ン
当
た
り
一
ド
ル
の
差
別
ト
ン
税
を
徴
収
す

一
九
一
九
年
か
ら
一
九
ニ
―
年
ま
で
の
間
、
ド
イ
ツ
が
米
国
船
舶
に
対
し
て
差
別
ト
ン
税
を
課
し
て
い
な
い
と

(51) 

の
通
告
を
受
け
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
税
の
徴
収
の
停
止
を
命
じ
る
大
統
領
令
が
布
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
で
あ
る
ド

イ
ツ
船
舶
の
所
有
者
は
、
税
の
徴
収
が
な
さ
れ
た
当
該
期
間
、
米
国
船
舶
と
の
平
等
待
遇
を
規
定
す
る
一
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ
ア
と
の

(52) 

友
好
通
商
条
約
及
び
改
正
法
第
四
ニ
ニ
九
条
、
並
び
に
条
約
で
定
め
ら
れ
た
権
利
や
特
権
の
尊
重
を
規
定
し
た
改
正
法
第
四
ニ
ニ
七
条

は
有
効
で
あ
っ
た
の
で
、
差
別
税
は
課
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
そ
の
際
、
原
告
は
、

条
約
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
八
九
条
（
ベ
ル
リ
ン
条
約
に
同
様
の
規
定
が
編
入
さ
れ
た
）
に
基
づ
い
て
、
米
国
が
ド
イ
ツ
に
対

し
た
と
の
理
解
か
ら
、
関
税
当
局
に
対
し
て
、

た
ド
イ
ツ
船
舶
は
、

一
九
二

0
年
―
二
月
ま
で
は
、

一
八
二
八
年
の
友
好
通
商

（二
0
九）

差
別
ト
ン
税
か
ら
の
免
除
を
受
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
運
航
長
官

〔
事
実
〕

判
所

一
九
一
九
年
―
一
月
に
米
国
の
港
に
入
港
し



プ
ー
ス
裁
判
長

(
B
o
o
t
h
,
C
h
i
e
f
 J
u
s
t
i
c
e
)
は、

〔
判
決
〕

第
四
四
巻
第
二
号

し
て
持
つ
特
権
|
六
カ
月
以
内
の
復
活
す
べ
き
二
国
間
条
約
の
通
告
ー
の
最
終
期
限
で
あ
る
一
九
二
二
年
五
月
―
一
日
ま
で
は
失
効
し

(53) 

て
い
な
い
、
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
ち
な
み
に
米
国
は
、
本
条
約
に
つ
い
て
か
か
る
通
告
を
行
わ
な
か
っ
た
。

米
国
請
求
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
論
点
は
、
①
一
八
二
八
年
の
米
国
・
プ
ロ
シ
ア
間
の
条
約
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
形
成
さ
れ
た
一
八

七
一
年
以
降
は
ド
イ
ツ
の
す
べ
て
に
適
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②
当
該
条
約
及
び
そ
れ
に
伴
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
に

よ
っ
て
プ
ロ
シ
ア
船
舶
に
与
え
ら
れ
て
い
た
差
別
的
な
ト
ン
税
か
ら
の
免
除
は
、

さ
れ
る
か
ど
う
か
、
③
差
別
的
ト
ン
税
か
ら
の
免
除
の
規
定
を
も
つ
本
条
約
は
、

も
か
か
わ
ら
ず
存
続
し
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
三
点
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
に
対
し
て
、

(54) 

回
答
し
た
。

「
…
…
第
四
ニ
ニ
七
条
及
び
第
四
ニ
ニ
九
条
並
び
に
プ
ロ
シ
ア
と
の
条
約
第
二
条
の
規
定
が
な
い
場
合
、
第
四
ニ
―
九
条
と
第
四
ニ
ニ

五
条
に
基
づ
き
政
府
が
徴
収
し
た
関
税
と
税
金
が
合
法
的
に
徴
収
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
…
…
原
告
は
制
定

法
に
基
づ
く
権
利
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
政
府
が
プ
ロ
シ
ア
と
の
条
約
第
二
条
に
対
し
て
与
え
た
解
釈
に
関
す
る
弁
護

人
の
弁
論
趣
意
書
に
お
け
る
多
く
の
外
交
文
書
に
論
評
を
加
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
米
国
政
府
は
、

連
合
及
び
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
形
成
の
後
に
成
立
し
た
ド
イ
ツ
に
こ
の
条
約
規
定
を
例
外
な
く
適
用
し
う
る
こ
と
を
承
認
し

て
き
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
相
互
性
を
付
与
し
、
プ
ロ
シ
ア
船
舶
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
船
舶
に
ま
で
そ
れ
を
拡
大
し
た
も
の
と
考
え
る
。

…
…
こ
の
両
国
間
の
相
互
性
と
い
う
確
立
さ
れ
た
原
則
は
、
…
…
一
世
紀
以
上
継
続
し
て
き
た
。

関
法

一
八
六
六
年
の
北
ド
イ
ツ

一
九
一
七
年
四
月
六
日
に
生
じ
た
米
独
間
の
戦
争
に

一
八
七
一
年
以
降
は
ド
イ
ツ
船
舶
に
対
し
て
も
付
与

四

（ニ―
O
)い

ず
れ
も
肯
定
的
に



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
曰

定
法
で
は
な
く
、

(55) 
る」

と
し
た
上
で
、

四

一
八
二
八
年
の
条
約
は
一
九
二
二
年
五
月
＿
＿
日
（
六
カ
月
の

米
国
が
世
界
大
戦
に
参
入
し
た
日
ま
で
、
…
…
一
八
二
八
年
条
約
の
相
互
性
の
規
定
や
第
四
ニ
ニ
九
条
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
の
汽
船

に
も
適
用
可
能
な
も
の
と
し
て
、
米
国
か
ら
承
認
さ
れ
、
…
…
ト
ン
税
は
ド
イ
ツ
船
舶
に
課
せ
ら
れ
た
り
徴
収
さ
れ
た
り
し
な
か
っ
た
」

一
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ
ア
と
の
友
好
通
商
条
約
第
二
条
が
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
た
か
若
し
く
は
運
用
停
止
さ
れ
た
か
ど

う
か
と
い
う
第
三
番
目
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
本
裁
判
所
の
管
轄
権
の
問
題
に
絡
む
問
題
と
位
置
づ
け
、

「
…
…
そ
の
点
に
つ
い
て
裁
判
所
が
検
討
し
司
法
判
断
を
下
す
必
要
性
は
、
第
四
ニ
ニ
七
条
に
よ
っ
て
条
約
と
は
無
関
係
に
裁
判
所
が

管
轄
権
を
有
す
る
訴
訟
原
因
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
同
条
の
表
現
を
み
れ
ば
、
条
約
と
は
無
関
係
に
米
国
を

相
手
ど
っ
た
訴
訟
が
提
起
さ
れ
う
る
と
は
言
え
な
い
。
…
…
同
条
の
範
疇
に
入
る
い
か
な
る
主
張
も
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
裁
判
所
は
、
訴
訟
当
事
国
の
相
対
的
権
利
を
確
認
す
る
た
め
に
制

一
八
二
八
年
条
約
に
依
拠
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
終
了
し
て
い
な
い
現
存
の
条
約
は
『
我
が
国
の
最
高
法
』
で
あ

と
述
べ
て
、
当
該
条
約
の
効
力
に
つ
い
て
深
い
考
察
を
加
え
ぬ
ま
ま
肯
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
問
題
の
期
間
、
当

該
条
約
を
有
効
で
あ
っ
た
と
論
証
ぬ
き
に
述
べ
る
一
方
で
、
裁
判
所
が
、

(56) 

通
告
期
限
の
日
）
に
終
了
し
た
と
判
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
国
務
省
は
、
当
該
条
約
は
一
九
二
三
年
及
ぴ
二
四
年
に
は
効
力
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
の
、
条
約
が
い
つ
終
了
し
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ず

(57) 

い
ぶ
ん
と
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
判
決
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
こ
の
判
決
は
、
通
告
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
終
了
し
た
と

の
主
張
を
採
用
し
な
か
っ
た
③
、
⑤
の
判
決
の
論
理
と
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
米
国
請
求

裁
判
所
の
判
断
は
、
戦
後
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
高
等
裁
判
所
の
事
件
で
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

口
一
八
二
八
年
条
約
か
ら
発
生
し
、



(58) 

⑨
ク
ラ
ー
ク
対
ア
レ
ン
事
件

(Clark
v. 
Allen) 

(
一
九
四
七
年
）
、
米
国
最
高
裁
判
所

米
国
最
高
裁
判
所
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
本
事
件
に
お
い
て
も
、
テ
ク
ト
対
ヒ
ュ
ー
ズ
事
件
に
お
け
る
両
立
性
の
基
準
及
び
条
約
の
可

分
性
の
考
え
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
本
事
件
は
、
遺
言
に
よ
る
不
動
産
及
ぴ
動
産
の
相
続
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
が
、
争
点
と
な
っ
た

の
は
一
九
二
三
年
―
二
月
八
日
に
締
結
さ
れ
た
米
独
間
の
友
好
通
商
領
事
条
約
第
四
条
の
効
力
で
あ
っ
た
。
同
条
は
、
「
一
方
の
締
約
国

の
領
域
内
に
動
産
又
は
不
動
産
若
し
く
は
権
益
を
所
有
す
る
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
当
該
財
産
が
他
方
の
締
約
国
の
国
民
ー
居
住
者
で

あ
る
か
非
居
住
者
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
ー
に
相
続
さ
れ
る
場
合
、
当
該
財
産
又
は
権
益
が
存
在
す
る
国
の
法
律
に
よ
っ
て
こ
の
者
が

欠
格
者
と
宣
告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
か
か
る
国
民
は
、
収
入
の
発
生
す
る
国
の
国
民
に
同
様
の
事
例
で
課
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
も

の
以
外
の
税
金
等
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
う
し
た
財
産
を
処
分
し
且
つ
そ
こ
か
ら
収
益
を
得
る
た
め
の
期
間
が
猶
予
さ
れ
な
け
れ

(59) 

ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
。
同
裁
判
所
は
、

く
行
政
命
令
に
よ
っ
て
終
了
し
た
と
し
な
が
ら
も
、
本
件
の
対
象
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
国
民
に
よ
る
不
動
産
相
続
に
関
す
る
当
該
部
分
に
つ

(60) 

い
て
は
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
、
と
の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
グ
ル
ー
国
務
長
官
代
理
は
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
司
法
長
官
か
ら
の
諮
問
に
対
し
て
、
「
第
四
条
を
、
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
み
な
す
だ
け
の

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
第
二
次
大
戦
前
の
米
国
国
内
判
例
の
姿
勢
は
、
戦
争
の
違
法
化
は
も
ち
ろ
ん
、
武
力
行
使
及
ぴ
武
力
の
威
嚇
を

禁
止
す
る
考
え
を
表
明
し
た
国
連
憲
章
採
択
(
-
九
四
五
年
）
以
降
も
基
本
的
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
継
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

言
葉
を
換
え
て
い
え
ば
、
本
主
題
に
関
す
る
戦
前
の
基
準
が
依
然
と
し
て
戦
後
の
米
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
た
判
例
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
米
国
最
高
裁
判
所
で
争
わ
れ
た
ク
ラ
ー
ク
対
ア
レ
ン
事
件
が
あ
る
。
次
に
、
こ
の
判
例

関
法

第
四
四
巻
第
二
号

一
九
二
三
年
の
友
好
通
商
領
事
条
約
第
四
条
の
一
部
は
対
敵
通
商
法
と
そ
れ
に
基
づ

四
四

ロ



お
い
て
、

武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

一
九
四
二
年
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
住
人
で
あ
っ
た
ア
ル
ビ
ナ
・
ワ
グ
ナ
ー

残
し
て
死
亡
し
た
。

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
申
立
て
に
関
す
る
審
問
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

四
五

一
九

理
由
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
「
国
務
省
は
、
戦
争
の
発
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
〔
本
〕
条
は
、
依
然
と
し
て
効
力
を
有
し
て

(61) 

い
る
と
す
る
貴
殿
の
見
解
に
対
し
て
、
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
回
答
を
与
え
て
い
た
。

一
九
四
一
年
―
二
月
二
三
日
付
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
住
む
ド
イ
ツ
国
民
で
あ
る
四
人
の
親
戚
に
彼
女
の
す

べ
て
の
財
産
が
遺
贈
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
在
住
の
六
人
の
法
定
相
続
人
が
、
ド
イ
ツ
国
民
は
一
九
四
二
年
の
カ

(62) 

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
遺
言
検
認
法
第
二
五
九
条
に
よ
っ
て
遺
産
受
取
人
と
し
て
の
資
格
が
な
い
と
主
張
し
て
、
遺
言
検
認
の
訴
訟
手
続
き
に

み
ず
か
ら
が
相
続
人
た
る
こ
と
の
決
定
を
求
め
る
申
立
て
を
行
っ
た
。
同
条
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
居
住
し
な
い
外
国
人

が
、
相
続
又
は
遺
言
に
基
づ
く
贈
与
に
よ
っ
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
動
産
・
不
動
産
等
を
取
得
す
る
権
利
を
も
つ
の
は
、
当
該
外
国
人

が
住
民
且
つ
国
民
と
し
て
居
住
す
る
国
で
、
米
国
民
が
動
産
・
不
動
産
等
を
取
得
す
る
権
利
を
相
互
的
に
承
認
し
て
い
る
場
合
に
限
っ
て

(63) 

一
九
四
三
年
に
外
国
人
財
産
管
理
局
は
、
こ
の
故
人

の
財
産
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
民
の
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
権
益
を
同
管
理
局
に
帰
属
さ
せ
、
す
べ
て
の
純
資
産
ー
財
産
管
理
費
用
等

の
支
払
い
を
除
く
ー
に
対
し
て
権
利
を
も
つ
と
の
訴
え
を
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
所
で
こ
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
た

た
め
に
、
先
の
法
定
相
続
人
が
控
訴
し
た
。
彼
ら
の
主
張
は
、
米
国
に
お
け
る
財
産
を
ド
イ
ツ
国
民
が
相
続
し
且
つ
処
分
す
る
こ
と
を
許

す
米
独
間
の
一
九
ニ
―
―
一
年
条
約
第
四
条
は
米
独
間
の
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
し
、
ド
イ
ツ
国
民
は
今
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
諸

規
定
に
基
づ
く
遺
産
受
取
人
と
し
て
の
資
格
を
も
た
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
控
訴
審
で
あ
る
第
九
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
、

四
六
年
五
月
二
二
日
の
判
決
で
下
級
審
の
判
決
を
破
棄
し
、
当
該
条
約
は
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
し
た
と
の
判
断
を
示
し
て
い
た
。

〔
事
実
〕

; 

(
A
l
v
i
n
a
 W
a
g
n
e
r
)
は
不
動
産
と
動
産
を
そ
の
地
に



「
国
務
省
の
態
度
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。

と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
国
務
省
の
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
総
括
し
て
、

第
四
四
巻
第
二
号

事
件
は
上
告
さ
れ
、
最
高
裁
判
所
が
、

(64) 

い
か
な
る
判
断
を
示
す
か
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
四
七
年
六
月
九
日
、
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。
ま
ず
、
本
判
決
が
過
去

の
米
国
判
例
の
延
長
線
に
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
我
々
は
、
戦
争
の
発
生
は
必
ず
し
も
条
約
規
定
を
停
止
し
た
り
又
は
終
了
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
前
提
か
ら
出
発
す
る

福
音
伝
道
協
会
事
件
）
。
も
ち
ろ
ん
、
特
定
の
条
約
規
定
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
、
特

定
の
条
約
規
定
と
戦
争
状
態
の
維
持
と
の
間
に
非
両
立
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

や
議
会
が
、
条
約
全
体
又
は
そ
の
一
部
の
履
行
と
ま
っ
た
＜
相
い
れ
な
い
国
内
政
策
を
決
定
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、

(65) 

対
ヒ
ュ
ー
ズ
事
件
で
示
さ
れ
た
見
解
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
れ
を
正
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
…
…
」

「
我
々
は
、
改
正
さ
れ
た
対
敵
通
商
法
に
表
明
さ
れ
て
い
る
国
内
政
策
が

（
ニ
―
四
）

テ
ク
ト

め
ら
れ
て
い
る
相
続
権
と
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
…
…
。
実
際
、
相
続
に
よ
る
財
産
の
取
得
は
対
敵
通
商
法
の
体
制

と
両
立
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
は
黙
示
の
承
認
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外
国
人
財
産
管
理
局
は
、
こ
の
よ
う
な
相
続
に
あ
り
が
ち

な
も
の
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
訴
訟
手
続
に
お
い
て
敵
国
人
で
あ
る
相
続
人
を
代
表
す
る
権
限
を
明
示
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

…
…
」

一
九
一
八
年
、
ラ
ン
シ
ン
グ
国
務
長
官
は
、
か
か
る
〔
不
動
産
の
処
分
と
相
続
に
関
す
る
〕

と
述
べ
、
具
体
的
に
本
事
件
の
考
察
に
入
り
、

最
高
裁
判
所
の
ダ
グ
ラ
ス
判
事

(J.

D
o
u
g
l
a
s
)
は、

〔
判
決
〕 関

法

〔
一
九
二
三
年
〕
条
約
第
四
条
に
基
づ
い
て
ド
イ
ツ
人
に
認

（
カ
ー
ナ
ス
対
米
国
事
件
）
。
あ
る
い
は
、
大
統
領

四
六

（
在
外



と
し
て
、

武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
曰

四
七

条
約
規
定
を
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
戦
争
中
に
有
効
な
も
の
と
み
な
し
て
い
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
今
日
、
国
務
省
が

異
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
我
々
は
、
本
条
約
の
文
言
を
除
き
、
締
約
国
の
意
思
の
確
か
な
証
拠
を
も
た
な

い
。
初
期
の
条
約
の
下
で
の
態
度
や
行
動
は
、
多
く
の
偶
発
的
事
件
や
状
況
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
本
条
約
の
解
釈
に
確
固
た
る
指

針
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
関
連
あ
る
資
料
や
条
約
そ
れ
自
体
は
、
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
、
条
約
規
定
が
全
部
又
は
一
部
実
施
で

き
な
く
な
る
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
な
い
の
で
、
我
々
は
、
テ
ク
ト
対
ヒ
ュ
ー
ズ
事
件
が
示
す
よ
う
に
、
権
利
主
張
の
基
礎
と
な
る

規
定
が
戦
時
に
お
け
る
国
内
政
策
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
条
約
第
四
条
に
基
づ
く
不
動
産
相
続
に
関

す
る
か
ぎ
り
、
国
内
政
策
と
の
い
か
な
る
非
両
立
性
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

(66) 

「
条
約
の
諸
規
定
が
停
止
さ
れ
た
り
終
了
し
な
い
場
合
、
そ
れ
ら
の
規
定
は
抵
触
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
要
件
に
優
越
す
る
」

(67) 

と
判
示
し
て
、
ド
イ
ツ
国
民
の
不
動
産
相
続
を
承
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に
米
国
最
高
裁
判
所
は
、
戦
前
に
確
立
さ
れ
て
い
た
当
該
条
約
規

定
と
戦
時
の
国
内
政
策
と
の
両
立
性
と
い
う
基
準
を
本
件
に
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
述
べ
た
私
的
権
利
の
尊
重
と
い
う

米
国
の
裁
判
所
の
特
徴
が
こ
こ
で
も
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

(68) 

⑩
マ
イ
ア
ー
遺
産
事
件

(
I
n

R
e
 M
e
y
e
r、s
E
s
t
a
t
e
)
 

(
一
九
五
一
年
）
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
高
等
裁
判
所

(69) 

本
事
件
で
は
、
米
国
が
一
八
二
七
年
に
自
由
ハ
ン
ザ
同
盟
共
和
国
と
の
間
に
締
結
し
た
条
約
の
効
力
が
争
わ
れ
た
。
裁
判
所
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
不
動
産
の
相
続
権
者
と
し
て
の
地
位
を
、
当
該
条
約
に
基
づ
い
て
、
か
つ
て
の
ハ
ン
ザ
同
盟
共
和
国
の
―
つ
で
あ
る
プ

レ
ー
メ
ン
に
居
住
す
る
ド
イ
ツ
人
に
与
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
故
人
の
死
亡
時
で
あ
る
一
九
二
四
年
ま
で
の
間
に
は
、
ド
イ
ツ
統
一
や
第
一

次
世
界
大
戦
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
の
講
和
条
約
で
あ
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
八
九
条
は
、

（
ニ
―
五
）



政
的
処
理
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
米
国
司
法
長
官
は
、

年
、
当
該
不
動
産
は
対
敵
通
商
法
に
よ
っ
て
凍
結
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

故
人
は
ド
イ
ツ
国
民
で
あ
り
、

〔
事
実
〕

第
四
四
巻
第
二
号

「
各
同
盟
國
又
ハ
聯
合
國
ハ
獨
逸
國
ト
ノ
間
二
復
活
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ニ
國
間
條
約
ヲ
獨
逸
國
二
通
告
ス
ヘ
シ
。
通
告
ア
リ
タ
ル

モ
ノ
ニ
限
リ
復
活
ス
ヘ
ク
其
ノ
他
ノ
一
切
ノ
條
約
ハ
消
滅
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
米
国
は
、

の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
通
告
の
対
象
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
し
た
ニ

国
間
条
約
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
条
約
に
つ
い
て
は
、
通
告
の
有
無
に
よ
っ
て
効
力
が
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

と
、
か
つ
て
カ
ン
ザ
ス
州
最
高
裁
判
所
や
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
最
高
裁
判
所
が
示
し
た
の
と
同
様
の
考
え
方
を
採
用
し
た
。

に
所
有
し
て
い
た
不
動
産
の
相
続
人
に
は
、

一
九
五

0
年
、
プ
レ
ー
メ
ン
に
居
住
す
る
相
続
人
の
不
動
産
に
対
す
る
権
利
を

み
ず
か
ら
に
帰
属
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
故
人
の
管
財
人
は
、
ド
イ
ツ
の
相
続
人
が
ア
メ
リ
カ
人
の
相
続
人
の
た
め

に
故
人
の
不
動
産
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
放
棄
す
る
旨
の
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
た
権
利
放
棄
証
書
を
提
出
し
た
。
し
か

し
、
米
国
司
法
長
官
は
、
当
該
証
書
は
対
敵
通
商
法
が
有
効
で
あ
っ
た
時
期
に
作
成
さ
れ
、
当
該
制
定
法
に
違
反
し
て
お
り
無
効
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
米
国
に
居
住
し
な
い
相
続
人
は
、
当
初
か
ら

(a
ご
n
i
t
i
o
)

相
続
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
但
し
、
そ
の
相
続

権
が
条
約
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
、
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
が
一
八
二
七
年
に
自
由
ハ
ン
ザ
同
盟
共

和
国
と
の
間
に
締
結
し
た
条
約
の
効
力
が
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
プ
レ
ー
メ
ン
は
か
つ
て
の
ハ
ン
ザ
同
盟
共
和
国
の
―
つ
で
あ
る
が
、

当
該
条
約
の
第
七
条
は
、
不
動
産
及
び
動
産
の
相
続
権
を
明
確
に
規
定
し
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
差
別
規
定
や
制
限
を
設

関
法

一
九
二
四
年
プ
レ
ー
メ
ン
に
お
い
て
遺
言
を
残
さ
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
。
故
人
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ア
メ
リ
カ
国
民
と
ド
イ
ツ
国
民
が
い
た
。
ド
イ
ツ
と
の
間
に
戦
争
が
始
ま
る
や
、

一
九
四
八
年
ま
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
い
か
な
る
行

四
八

一
九
四

一
八
二
七
年
条
約
を
通
告

ニ
ー
六
）



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
口

け
て
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
故
人
の
死
亡
時
で
あ
る
一
九
二
四
年
ま
で
の
間
に
は
、
さ
き
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
統
合
や

第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
米
国
と
ド
イ
ツ
の
戦
争
状
態
の
結
果
と
し
て
、
そ
れ

以
前
に
存
在
し
た
条
約
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
民
の
相
続
権
が
無
効
と
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
無
効
と
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ら
の
条
約
は
戦
前
の
条
約
の
復
活
に
関
す
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
諸
規
定
が
対
象
と
す
る
条
約
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
争

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

行
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

四
九

一
八
二
七
年
の
ブ
レ
ー
メ
ン
と
の
条
約
の
い
ず
れ
の
規
定
に
つ
い
て
も
通
告
を

(70) 

カ
ン
ザ
ス
州
最
高
裁
判
所
と
同
じ
立
場
を
と
る
と
明
言
し
、
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
八

九
条
は
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
な
か
っ
た
条
約
又
は
条
約
の
一
部
に
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
」
と
の
論
旨
を
展
開
し
た
。

す
な
わ
ち
、

「
『
通
告
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
復
活
ス
ヘ
ク
其
ノ
他
ノ
一
切
ノ
條
約
ハ
消
滅
ス
ヘ
シ
』
と
の
規
定
は
、
米
独
間
の
そ
れ
以
前
に
締
結

さ
れ
た
条
約
を
絶
対
的
に
一
掃
し
て
し
ま
う
意
図
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
第
二
八
九
条
の
表
現
は
、

い
か
よ
う
な
解
釈
も
可
能
な
不

明
確
な
も
の
で
あ
る
。
終
了
し
な
か
っ
た
条
約
の
規
定
が
通
告
に
よ
っ
て
復
活
す
る
こ
と
や
、
戦
争
と
両
立
す
る
条
約
当
事
国
国
民
の

相
互
利
益
の
た
め
に
お
か
れ
た
規
定
を
終
了
す
る
こ
と
が
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
軽
々
に
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
旨
の
明
示
の
表
現
が
な
い
場
合
、
敵
対
行
為
と
両
立
し
且
つ
戦
争
が
妨
げ
な
い
個
人
の
相
続
権
を
な
く
す
こ
と
が
締
約
国
の
目
的
で

あ
っ
た
と
推
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
第
二
八
九
条
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
た
条
約
は
同
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
っ
て
の

み
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
復
活
さ
れ
な
か
っ
た
条
約
は
、
『
其
ノ
他
ノ
一
切
ノ
條
約
ハ
消
滅
ス
ヘ
シ
』

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
高
等
裁
判
所
は
、
「
米
国
は
、

〔
判
決
〕

（
ニ
―
七
）



古
い
学
説
ー
戦
争
は
そ
の
事
自
体
に
よ
っ
て

た
と
え
ば
、

第
四
四
巻
第
二
号

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
、
「
本
裁
判
所
は
、

レ
ー
メ
ン
国
民
の
相
続
権
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

（
ニ
ー
八
）

マ
イ
ヤ
ー
の
死
亡
し
た
一
九
二
四
年
八
月
二
日
に
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
」

と
考
え
る
と
判
示
し
た
。
な
お
、
こ
の
判
決
が
採
用
し
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
第
二
八
九
条
の
下
で
の
通
告
さ
れ
な
か
っ
た
条
約
の
法
的

地
位
に
つ
い
て
の
解
釈
お
よ
び
立
論
は
、
ド
イ
ツ
と
の
他
の
通
告
さ
れ
な
か
っ
た
二
国
間
条
約
の
地
位
に
つ
い
て
の
行
政
府
の
見
解
I

一
八
二
七
年
の
プ
レ
ー
メ
ン
と
の
条
約
を
古
く
て
廃
れ
た
条
約
と
み
な
す
国
務
省
法
律
顧
問
の
見
解
（
「
私
は
、
こ
れ
ら
の

(71) 

条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
す
る
理
由
を
見
出
せ
な
い
」
）
ー
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
。

し
か
し
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
所
が
、
戦
前
に
確
立
さ
れ
た
基
準
~
条
約
規
定
と
戦
争
中
の
国
内
政
策
と
の
両
立
性
と
い

う
基
準
~
に
再
び
明
確
な
形
で
支
持
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
戦
争
が
交
戦
国
間
の
既
存
の
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
は
、
数
多
く
の
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
昔
の
学
者
が
時
折
主
張
し
て
い
た

(ipso f
a
c
t
o
)

交
戦
国
間
の
あ
ら
ゆ
る
条
約
を
終
了
さ
せ
る
ー
は
、
現
代
の
非
常
に
多
く

の
判
例
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
見
解
は
、
条
約
の
規
定
が
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
す

る
か
ど
う
か
は
、
条
約
の
内
在
的
性
質
に
よ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
例
は
、
処
分
条
約
又
は
条
約
の
処
分
的
部
分
の
実
施
に
あ

た
っ
て
、
政
府
の
政
策
、
国
家
の
安
全
若
し
く
は
戦
争
の
遂
行
と
両
立
し
な
い
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
か
か
る
規
定
は
、
戦
争
状
態
と
両
立
し
終
了
し
な
い
」

(72) 

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
戦
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
と
い
う
問
題
を
扱
っ
た
米
国
の
代
表
的
判
例
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
判
例

の
検
討
か
ら
次
の
よ
う
な
事
実
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
、
米
国
の
判
例

関
法

一
八
二
七
年
の
プ
レ
ー
メ
ン
と
の
条
約
規
定
は
、
プ

五
〇



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

五

は
比
較
的
に
一
貫
し
て
お
り
、
全
般
的
傾
向
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
グ
ル
ー
国
務
長
官
代
理
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
米
国
の
裁
判
所
は
、

(73) 

多
く
の
国
際
法
研
究
者
に
比
較
し
て
、
戦
争
時
の
条
約
規
定
の
効
力
の
存
続
を
支
持
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
い
え
ば
、
戦
争
が
条
約
に
及
ぼ
す
影
響
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
よ
う
と
の
傾
向
が
一
般
に
み
ら
れ
る
と

(74) 

い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
私
的
権
利
を
保
護
し
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
際
法
学
会

(Institut)
の
特

(
B
.
B
r
o
m
s
)
が
、
そ
の
報
告
書
の
中
で
述
べ
た
、
少
な
く
と
も
「
現
行
の
米
国
の
実
行
に
照
ら
せ
ば
、

(75) 

戦
争
は
私
的
権
利
に
影
郷
宵
を
及
ぼ
す
条
約
を
自
動
的
に
終
了
さ
せ
な
い
」
と
い
う
言
明
は
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
判
例
形

成
の
背
景
と
し
て
、
米
国
に
お
い
て
、
条
約
が
い
わ
ば
二
重
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
に
お
い
て
主
権
国
家
の
合
意
と
い
う
側
面
を
も
つ
が
、
他
方
に
お
い
て
私
的
権
利
の
直
接
の
淵
源
と

(76) 

し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
国
憲
法
第
六
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
「
す
べ
て
の
条
約
は
、
国
の
最
高
の
法

(the

s
u
p
r
e
m
e
 l
a
w
 of t
h
e
 l
a
n
d
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
州
の
裁
判
官
は
、
各
州
憲
法
ま
た
は
州
法
律
中
に
反
対
の
規
定
の
あ
る
場
合
と

(77) 

い
え
ど
も
、
拘
束
さ
れ
る
」
わ
け
で
、
裁
判
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
条
約
規
定
が
自
動
執
行
的
な
も
の
と
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
直
接
適

用
さ
れ
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
私
的
権
利
の
保
設
に
繋
が
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
う
し
た
米
国
の
判
例
を
形
成
し
た
最
大
の
要
因
は
、
米
国
の
裁
判
所
が
、
本
主
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約

(78) 

に
お
け
る
当
事
国
の
意
思
、
条
約
規
定
の
性
質
、
戦
争
中
の
国
内
政
策
と
条
約
と
の
両
立
性
を
、
条
約
の
可
分
性
を
基
礎
に
個
別
具
体
的

に
検
討
す
る
態
度
を
採
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
事
件
の
対
象
と
な
っ
た
条
約
に
は
、
平
和
条
約
の
み
な
ら
ず
通
商
条
約
が
あ
る
。
前
述

し
た
日
露
講
和
条
約
の
第
三
条
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
戦
争
の
発
生
に
よ
っ
て
終
了
す
る
条
約
の
類
型
と
し
て
、
通
商
条
約
は
よ
く
そ
の

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
少
な
く
と
も
米
国
の
裁
判
所
に
お
け
る
一
．
八
二
八
年
の
プ
ロ
シ
ア
と
の
友
好
通
商
条
約
の
取
扱

米
国
に
あ
っ
て
は
、
条
約
は
、

別
報
告
者
と
な
っ
た
ブ
ロ
ム
ズ

（
ニ
―
九
）



(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

し
て
例
外
を
設
け
る
必
要
性
を
早
く
か
ら
強
調
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。
次
に
、
こ
う
し
た
米
国
の
判
例
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
英

H
a
r
v
a
r
d
 D
r
a
f
t
 o
n
 t
h
e
 L
a
w
 of T
r
e
a
t
i
e
s
,
 op. 
cit., 
p. 
1
1
6
7
.
 

O
p
p
e
n
h
e
i
m
,
 op. 
cit., 
p. 
3
0
2
.
 

U
n
k
n
o
w
n
,
 op. 
cit., 
p. 
5
1
5
.
 

Ibid., 
p. 5
1
8
.
 

本
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

Cf.
P
a
r
r
y
,
 op. cit•• 

V
o
l
.
 5
2
,
 p. 
2
5
4
.
 

M
o
o
r
e
,
 op. 
cit., 
p. 2
2
1
.
 

事
件
の
詳
し
い
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
C
f
•H
u
d
s
o
n
,
 op. 
cit., 
pp. 4
7
9
 ,
 4

8
0
.
 

P
a
r
r
y
,
 op. 
cit., 
V
o
l
.
 5
2
,
 p
p
.
 2

5
3
 ,
 2
5
4
.
 

M
c
I
n
t
y
r
e
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 3
1
 ,
 3

2
.
 

ジ
ェ
イ
条
約
の
締
結
は
本
制
定
法
の
可
決
後
な
の
で
、
こ
こ
で
の
平
和
条
約
は
、
英
国
が
米
国
の
独
立
を
承
認
し
た
一
七
八
三
年
九
月
三
日
の

国
の
判
例
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

い
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
米
国
の
判
例
は
、
初
期
の
頃
か
ら
、

い
を
み
る
か
ぎ
り
は
、
そ
う
し
た
一
般
的
な
消
滅
主
義
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
条
約
の
可
分
性
を
前
提
に
、
私
的
権
利
に
関
す
る
規
定

に
つ
い
て
は
そ
の
効
力
を
承
認
す
る
判
例
が
多
く
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
、
戦
前
の
二
国
間
条
約
に
つ
い
て
、
戦
後
の
平
和
条
約

に
よ
っ
て
通
告
に
よ
っ
て
復
活
を
定
め
る
規
定
が
あ
る
が
、
実
際
に
そ
う
し
た
形
で
通
告
さ
れ
た
例
は
少
な
い
。
し
か
し
、
米
国
の
判
例

に
関
す
る
か
ぎ
り
は
、
単
に
通
告
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
を
捉
え
て
当
該
条
約
は
終
了
し
た
と
の
結
論
に
飛
び
つ
く
こ
と
は
な
く
、
通
告
さ

れ
な
か
っ
た
条
約
あ
る
い
は
条
約
規
定
で
あ
っ
て
も
、
個
々
の
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
効
力
を
認
め
る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
形
式
的
判
断
に
流
さ
れ
な
い
米
国
の
裁
判
所
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
息
づ
い
て

関
法

第
四
四
巻
第
二
号

一
般
的
消
滅
説
に
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
逆
に
、
こ
の
学
説
に
対

五

（ニニ
0
)



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

五

パ
リ
条
約
第
六
条
の
規
定
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
規
定
は
、
「
い
か
な
る
個
人
又
は
複
数
の
個
人
に
対
し
て
も
、
当
該
人
物
が
こ
の
戦
争

に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
、
今
後
、
い
か
な
る
収
用
も
訴
追
も
行
わ
れ
て
は
な
ら
」
ず
、
何
人
も
「
こ
の
理
由
に
基
づ
い
て
、

身
体
、
自
由
若
し
く
は
財
産
に
対
し
て
今
後
損
害
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
」
と
宜
言
し
て
い
た
。

Cf.
M
o
o
r
e
'
s
 D
i
g
e
s
t
,
 op. 
cit., 
p. 
3
7
2
.
 

(11) 
H
u
d
s
o
n
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 4

8
0
 ,
 48
1
.
 O
r
f
i
e
l
d
 a
n
d
 R
e
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 

73 ,
 
7
4
.
 

(12)

マ
ク
ネ
イ
ア
は
、
本
判
決
を
、
条
約
の
類
型
を
区
別
す
る
必
要
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
消
滅
主
義
の
考
え
を
否
定
し
た
も
の

と
し
て
肯
定
的
に
解
し
て
い
る
。

M
c
N
a
i
r
,
op. 
cit., 
p
p
.
 6
9
9
 ,
 70

0
.
 

(13)

カ
ス
テ
ル
は
、
本
判
決
を
、
戦
争
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
な
い
条
約
義
務
の
完
全
な
効
力
を
承
認
し
た
最
初
の
表
明
と
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い

る。

C
a
s
t
e
l
,
op. 
cit., 
p. 
5
6
8
.
 

(14) 
M
c
I
n
t
y
r
e
,
 0
 p. 
cit., 
p. 
3
2
.
 
カ
ス
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
本
判
決
は
、
国
際
法
学
会
の
本
主
題
の
特
別
報
告
者
で
あ
っ
た
ポ
リ
テ
ィ
ス

(M・

Politis)

や
一
九
一

0
年
の
北
大
西
洋
漁
業
事
件
の
仲
裁
判
決
に
も
影
郷
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

C
a
s
t
e
l
,
i
b
i
d
 

•• 

p. 
5
6
8
 

(15) 
A
n
n
u
a
l
 D
i
g
e
s
t
 a
n
d
 R
e
p
o
r
t
s
 o
f
 P
u
b
l
i
c
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 L
a
w
 C
a
s
e
s
、
1
9
1
9ー

1
9
2
2
,
C
a
s
e
 N
o
.
 2
7
1
,
 p
p
.
 

3
8
7
 ,
 38
9
.
 

~
-
た
ナ
令
車
方
件

r
{つ
い
て

は
、
C
f
•H
u
d
s
o
n
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 

4
7
6
 ,
 4
 79
,
 H
.
 W
.
 B
r
i
g
g
s
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 

9
3
6
 ,
 94
2
,
 W
i
l
l
i
a
m
 W
.
 B
i
s
h
o
p
,
 Jr., 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 L
a
w
 C
a
s
e
s
 a
n
d
 

M
a
t
e
r
i
a
l
s
.
 
3
r
d
 ed., 
B
o
s
t
o
n
,
 
1
9
7
1
,
 p
p
.
 

1
9
4
-
1
9
7
・
 

(16) 
M
c
I
n
t
y
r
e
,
 op. 
cit., 
p. 
3
9
.
 

(17)

な
お
、
敵
性
判
定
に
つ
い
て
国
籍
が
排
他
的
基
準
と
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
大
沼
保
昭
「
国
籍
と
そ
の
機
能
的
把
握
」
（
寺
沢

一
・
内
田
久
司
編
『
国
際
法
の
基
本
問
題
』
有
斐
閣
、
昭
和
六
一
年
所
収
）
一
七
五
頁
参
照
。
ま
た
、
本
事
件
で
採
用
さ
れ
た
領
域
基
準

(territorial 
test)

は
、
英
国
の
P
o
t
e
r
v. 
F
r
e
u
d
e
n
b
e
r
g
 
(

〔

1
9
1
5
)
I
 

K
.
B
.
 8
5
7
 
(C. 
A
.
)
)

の
判
決
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
、
「
あ
る
人
物
が
敵
性
外
国
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
そ
の
人
の
国
籍
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
居
住
す
る
又
は
事
業
を
行
う
場
所
で
あ

る
。
敵
国
領
土
に
自
発
的
に
居
住
し
、
ま
た
事
業
を
行
う
人
物
は
、
敵
性
外
国
人
で
あ
る
」
と
判
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
敵
性
外
国
人
の
定
義
に

つ
い
て
は
、

Cf.
A
.
 D
.
 M
c
 Na
i
r
,
 E
s
s
a
y
s
 a
n
d
 L
e
c
t
u
r
e
s
 u
p
o
n
 S
o
m
e
 L
e
g
a
l
 E
f
f
e
c
t
s
 o
f
 W
a
r
、
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
1
9
2
0
.
 p
p
.
 

2
3
-
2
5
.
 

(18) 
P
a
r
r
y
,
 op. 
cit., 
V
o
l
.
 
1
0
2
,
 p. 
2
6
2
.
 

(19)

も
ち
ろ
ん
、
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
第
二
条
が
、
父
の
死
亡
時
、
す
な
わ
ち
米
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
に
戦
争
状

態
が
生
じ
て
い
た
、
一
九
一
七
年
―
二
月
二
七
日
に
効
力
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
決
定
で
あ
っ
て
、
レ
ノ
ア
ー
ル

(J.J• 

L
e
n
o
i
r
)

が
述
べ

~ 
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る
よ
う
な
一
九
二

0
年
（
裁
判
所
に
本
件
が
提
起
さ
れ
た
時
点
）
に
お
け
る
効
力
の
問
題
で
は
な
い
。

Cf.
J
.
 J• 

L
e
n
o
i
r
,
 "
T
h
e
 E
f
f
e
c
t
 o
f
 W
a
r
 

o
n
 Bilateral 
T
r
e
a
t
i
e
s
,
 
W
i
t
h
 S
p
e
c
i
a
l
 
R
e
f
e
r
e
n
c
e
 
to 
R
e
c
i
p
r
o
c
a
l
 
I
n
h
e
r
i
t
a
n
c
e
 
T
r
e
a
t
y
 
P
r
o
v
i
s
i
o
n
,
"
 
G
e
m、g
e
t
o
u
m

Law Juurnal, 
V
o
l
.
 
3
4
,
 

1
9
4
6
,
 p
p
.
 1
2
9
,
 1
5
9
 ,
 1

6
0
.
 
こ
の
占

9

に
つ
い
て
は
、

Cf.
M
c
I
n
t
y
r
e
,
 ibid., 
p. 
4
0
,
 n. 
3
.
 

(20)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

Cf.
M
c
I
n
t
y
r
e
,
 0
 p. 
cit., 
pp. 2
0
 
,
 2

1
.
 
な
お
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
は
、
米
国
裁
判
所
の
一
般
的
態
度
と
し
て
、
条
約
に
及

ば
す
戦
争
の
効
果
の
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
最
初
に
当
事
国
の
意
思
を
探
る
が
、
こ
う
し
た
意
思
が
明
確
で
な
い
場
合
に
、
条
約
規
定
と
戦
時
に

お
け
る
国
内
政
策
と
の
両
立
性
と
い
う
基
準
を
採
用
す
る
、
と
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

ibid.,
p. 
2
0
.
 

(21) 
M
c
N
a
i
r
,
 op. 
cit., 
p. 

713. 

(22)

経
塚
作
太
郎
「
テ
ク
ト
対
ヒ
ュ
ジ
ェ
ス
事
件
」
（
宮
崎
繁
樹
『
国
際
法
』
同
文
館
、
昭
和
五
六
年
所
収
）
二
四
五
頁
。
な
お
本
書
で
、
経
塚
教

授
は
、
「
第
一
次
大
戦
後
、
『
全
体
戦
争
』
、
『
経
済
戦
争
』
と
い
わ
れ
る
総
力
戦
の
時
代
に
、
戦
争
と
両
立
す
る
敵
国
と
の
条
約
が
あ
り
う
る
だ
ろ

う
か
と
い
う
問
題
も
残
る
」
と
の
疑
問
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
疑
問
は
ひ
と
り
教
授
の
み
で
な
く
、
た
と
え
ば
カ
ス
テ
ル
も
「
米
国
の

一
連
の
判
決
は
、
本
質
的
に
寛
大
な
判
決
で
あ
り
、
多
く
の
外
国
の
裁
判
所
や
学
者
に
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
戦
争
の

現
代
的
特
質
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
現
代
の
戦
争
が
軍
隊
に
よ
る
と
同
様
に
、
文
民
に
よ
っ
て
多
く
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
批
判
す
る
。

Castel,
op. 
cit., 
p. 

572. 
た
だ
し
彼
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
戦
争
に
よ
っ
て

条
約
は
終
了
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
消
滅
主
義
の
見
解
に
与
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

Cf.
ibid., 
p. 
5
6
6
.
 
こ
の
点
は
、
経
塚
教
授
の
場
合
も
同

様
だ
と
思
わ
れ
る
。
経
塚
作
太
郎
『
現
代
国
際
法
要
論
（
新
版
）
」
、
中
央
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
八
年
、
三
五
六
頁
参
照
。

(23) 
A
n
n
u
a
l
 Digest, 1
9
2
5
 ,
 2
6
,
 C
a
s
e
 N
o
.
 3
3
2
,
 p
p
.
 4
3
8
 ,
 4
4
0
.
 

(24) 
P
a
r
r
y
,
 op. 
cit., 
Vol. 5
2
,
 
pp. 2
4
6
 ,
 2

4
8
.
 

(25) 
A
n
n
u
a
l
 Digest. 
1
9
2
7
 ,
 2

8
.
 C
a
s
e
 N
o
.
 3
6
3
,
 p
p
.
 5
3
5
 ,
 5

3
6
.
 

(26)

本
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
権
利
は
、
そ
の
永
続
的
性
格
と
そ
れ
が
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
存
在
し
て
き
た
こ
と
に
よ

り
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
続
し
て
い
る
と
述
べ
た
わ
け
だ
が
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
は
本
事
件
は
ガ
ン
条
約
に
よ
る
権
利
の
承
認
又
は
復
活
に
基

礎
を
お
く
判
例
と
区
別
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
ガ
ン
条
約
は
ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
の
下
で
存
在
し
た
諸
権
利
の
復
活
を
一
般
的
に

規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
第
九
条
で
「
〔
本
条
約
の
〕
批
准
時
に
米
国
が
戦
闘
状
態
に
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
す
べ
て
の
部
族
と

の
敵
対
関
係
」
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
、
及
ぴ
、
「
か
か
る
敵
対
関
係
の
発
生
す
る
以
前
の
一
八
―
一
年
当
時
、
す
べ
て
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
に

五
四

（
ニ
ニ
ニ
）



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
口

五
五

与
え
ら
れ
、
彼
ら
が
享
受
し
て
い
た
す
べ
て
の
財
産
、
権
利
及
び
特
権
を
直
ち
に
回
復
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
戦
前
の
権
利

を
復
活
し
た
。

M
c
I
n
t
y
r
e
,
op. 
cit .. 
p. 
4
8
,
 n. 
1. 

(27) 
A
n
n
i
i
a
l
 D
i
g
e
s
t
、
C
a
s
e
N
o
.
 
3
6
3
,
 e
d
i
t
o
r疇

s
n
o
t
e
,
 
p. 
5
3
6
.
 -ltt .(!'I~ 

四
ヤ

J

午
ャ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
叩
川
地
Jj
裁
判
所
の
訴
訟
で
あ
る
米
国
対

カ
ー
ナ
ス
事
件

(
U
n
i
t
e
d
S
t
a
t
e
s
 v• 

K
a
r
n
u
t
h
.
 
7
4
 F
.
 
S
u
p
p
.
 
6
6
0
,
 6
6
2
 (D. 
C
.
 N• 

Y. 
1
9
4
7
)
)

で
本
呻
切
決
は
引
用
さ
れ
支
持
を
受
け
た
。
同
事

件
は
、
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
で
純
血
の
北
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
（
白
人
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
）
で
あ
る
ド
ロ
シ
ー
．

w
．
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン

(
D
o
r
o
t
h
y
 W
.
 G
o
o
d
w
i
n
)
が
、
移
民
ビ
ザ
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
及
び
偽
造
し
た
申
告
書
で
審
査
を
受
け
ず
に
カ
ナ
ダ

か
ら
米
国
へ
人
国
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
カ
ナ
ダ
ヘ
の
国
外
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
人
身
保
護
手
続
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
九

四
七
年
―
一
月
二
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
西
地
区
の
地
方
裁
判
所
は
、
米
国
移
民
・
帰
化
局
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
た
請
願
人
の
身
柄
の
拘

束
を
解
く
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
裁
判
で
、
当
局
は
、
一
七
九
四
年
の
ジ
ェ
イ
条
約
は
一
八
―
二
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
、
一
八
一
四
年
の

ガ
ン
条
約
及
び
適
用
可
能
な
制
定
法
に
基
づ
き
、
ジ
ェ
イ
条
約
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
部
族
の
実
際
の
構
成
員
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し

て
い
る
と
主
張
し
た
。
当
局
は
、
「
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」

(
s
e
c
t
i
o
n
2
2
6
a
 o
f
 C
h
a
p
t
e
r
 6, 
title 
8
 0
 f
 U
.
S
.
 C. 
A
.
)
と
い
う
表
現
は
、
人

種
的
な
意
味
を
包
含
し
て
い
る
の
で
は
な
く
単
に
政
治
的
な
意
味
に
す
ぎ
ず
、
彼
女
が
白
人
男
性
と
婚
姻
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
位
を
失
っ

た
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
裁
判
所
は
そ
の
意
味
は
人
種
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
判
決
は
、
先
の
ガ
ン
条
約
第
九
条
に
言
及
し
、
ガ

ン
条
約
が
、
「
ジ
ェ
イ
条
約
に
基
づ
く
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
地
位
を
承
認
・
復
活
し
」
、
そ
の
結
果
、
同
条
約
が
「
国
境
線
の
い
ず
れ
か
の
側
に
居
住

す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
に
適
用
さ
れ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、

C
f
.
A
n
n
u
a
l
D
i
g
e
s
t
、
1
9
4
7
,
C
a
s
e
 N
o
.
 
1, 
p
p
.
 
1
 ,
 3, 

W
h
i
t
e
m
a
n
,
 op. 
cit .. 
p
p
.
 

5
0
4
 ,
 50
5
,
 
J• 

H
.
 W
.
 V
e
r
z
i
j
l
,
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
L
a
w
 i
n
 
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
,
 
P
a
r
t
 V
I
,
 
L
e
i
d
e
n
,
 
1
9
7
3
,
 p. 
380・ 

な
お
、
同
じ
く
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
関
係
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
逆
に
、
「
ジ
ェ
イ
条
約
は
、
一
八
―
二
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
し
た
」
と
の
判

断
を
示
し
た
カ
ナ
ダ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、

Cf.
V
e
r
z
i
j
l
,
 
ibid., 
p. 
3
8
1
.
 

(28) 
P
a
r
r
y
,
 op. 
cit .. 
V
o
l
.
 7
8
,
 p
p
.
 

2
9
 0ー

2
9
1
.

(29) 
L
e
a
g
u
e
 o
f
 N
a
t
i
o
n
s
 T
r
e
a
t
y
 Series, 
V
o
l
・
X
I
I
,
 N
o
.
 
1
.
2
,
3
 
a
n
d
 4, 
1
9
2
2
,
 p. 
1
9
7
.
 

(30) 
A
n
n
u
a
l
 D
i
g
e
s
t、
1
9
2
9
,
 30

,
 C
a
s
e
 N
o
.
 2
7
9
,
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p
.
 4
 7
5
 ,
 47

7
.
 

(31) 
Ibid.、
1
9
2
7
,
 28
,
 C
a
s
e
 N
o
.
 3
6
4
,
 p
p
.
 

5
3
6
 ,
 53

8
.
 

(32) 
A
n
n
u
a
l
 d
e
 I
'
J
n
s
t
i
t
u
t
 d
e
 D
r
o
i
t
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
,
 
V
o
l
.
 5
9
 ,
 I. 

1
9
8
1
,
 p. 
2
4
 0
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(33)

本
件
で
提
起
さ
れ
た
争
点
の
一
っ
は
、
米
国
移
民
法
に
お
け
る
「
移
民
」
の
解
釈
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

Cf.
W
i
l
l
i
a
m
 C
.
 D
e
、

nis, 
"
T
h
e
 E
f
f
e
c
t
 o
f
 W
a
r
 o
n
 T
r
e
a
t
i
e
s
,
"
 A.]. I• 

L
 .. 
V
o
l
.
 2
3
,
 1
9
2
9
,
 p
p
.
 6

0
'
2
 ,
 6
0
3
.
 

(34)

こ
の
裁
判
所
の
判
決
は
、
行
政
当
局
の
考
え
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
の
み
な
ら
ず
、
立
法
府
の
反
発
を
も
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
下
院
の
移

民
・
帰
化
委
員
会
は
こ
の
判
決
を
恐
れ
を
も
っ
て
迎
え
、
「
判
決
が
覆
さ
れ
な
け
れ
ば
、
移
民
法
の
運
用
に
深
刻
な
妨
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。

M
c
i
n
t
y
r
e
,
0
 ,P. 
cit., 
pp. 4
 5
 ,
 4

6
.
 

(

3

5

)

I

笈
.. 
p. 
4
5
.
 

(36) 
H
u
d
s
o
n
,
 op. 
cit .. 
p. 482• 

H
a
c
k
w
o
r
t
h
,
 op. 
cit .. 
p. 
3
7
9
.
 

(37)

こ
こ
で
の
議
論
は
、
ム
ー
ア
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

Cf.
M
o
o
r
e
'
s
 Digest, op. 
cit .. 
p. 
3
8
3
.
 権
威
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
前
々
号
で
既
に
紹
介
し
た
、
敵
国
臣
民
の
領
土
退
去
の
猶
予
の
た
め
の
条
約
や
相
互
の
同
意
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

た
都
市
や
地
方
の
中
立
化
条
約
を
消
滅
主
義
の
例
外
と
し
て
あ
げ
る
ヴ
ァ
ッ
テ
ル
の
記
述
や
「
交
戦
国
間
の
条
約
に
つ
い
て
、
戦
争
状
態
が
そ
れ

ら
す
べ
て
を
消
滅
さ
せ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
争
状
態
と
両
立
し
な
い
条
約
の
み
が
消
滅
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
フ
ィ
オ
ー
レ
の

記
述
、
さ
ら
に
は
、
消
滅
主
義
の
考
え
方
を
支
持
す
る
も
の
は
も
は
や
存
在
し
な
い
と
い
う
ピ
レ

(Pillet)

の
見
解
や
消
滅
主
義
の
考
え
は

「
私
的
財
産
」
の
問
題
に
対
し
て
は
適
用
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
フ
ィ
リ
モ
ア
の
発
言
な
ど
で
あ
る
。

Ibid.
、
pp.
3
8
4
 ,
 3

8
5
.
 

(38)

こ
こ
で
も
、
カ
ル
ボ

(
C
a
l
v
o
)
を
引
用
し
た
ム
ー
ア
ヘ
の
依
拠
が
み
ら
れ
る
。
カ
ル
ボ
は
い
わ
ゆ
る
客
観
説
の
代
表
的
論
者
で
あ
り
、
戦
争
が

条
約
に
及
ぼ
す
効
果
と
い
う
「
問
題
の
回
答
は
、
締
結
さ
れ
た
約
束
の
個
々
の
性
格
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
」
と
説
く
。
つ
ま
り
、
「
明
ら
か
に

平
時
を
想
定
し
て
締
結
さ
れ
た
条
約
上
の
絆
や
、
友
好
条
約
、
同
盟
条
約
及
び
そ
の
他
同
様
の
政
治
的
性
格
を
も
っ
た
条
約
の
よ
う
に
、
そ
の
特

別
な
目
的
が
国
家
間
の
協
調
関
係
の
促
進
に
あ
る
よ
う
な
条
約
に
断
絶
が
生
ず
る
こ
と
は
、
誰
も
が
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
関
税
や

郵
便
協
定
、
航
海
及
び
通
商
条
約
、
そ
し
て
私
的
権
益
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
は
、
敵
対
行
為
の
停
止
ま
で
運
用
を
停
止
す
る
も
の
と
一
般
に

考
え
ら
れ
て
い
る
。
必
然
的
な
帰
結
と
し
て
、
戦
争
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
規
定
並
ぴ
に
永
久
的
な
も
の
を
規
定
し
た
条
項
は
す
べ
て
、
敵
対
行
為

の
発
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
戦
当
事
国
が
、
共
通
の
合
意
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
規
定
を
終
了
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
別
の
規
定
が
置
か
れ
な
い

か
ぎ
り
、
拘
束
力
を
失
わ
な
い
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

Ibid.,
p. 
3
8
5
・

も
っ
と
も
デ
ニ
ス
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
が
最
も
依

拠
し
た
の
は
噌
ホ
ー
ル
の
所
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

D
e
n
i
s
,
op. 
cit 

•• 

p
p
.
 6

0
4
 ,
 6
0
5
.
 ち
な
み
に
、
ム
ー
ア
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
ホ
ー
ル
の
記

述
は
、
一
回
き
り
の
行
為
に
よ
っ
て
事
物
の
永
久
的
な
状
態
を
創
設
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
政
治
的
目
的
を
も
っ
た
条
約
に
及
ぽ
す
戦
争
の
効
果

五
六

（
ニ
ニ
四
）



武
力
紛
争
が
条
約
に
及
ぽ
す
効
果
曰

五
七

の
部
分
で
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
、
こ
の
種
の
約
定
は
、
「
新
し
い
合
意
に
よ
っ
て
運
用
を
停
止
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
反
す
る
十
分
に
長

い
使
用
に
基
づ
く
権
利
に
よ
っ
て
無
効
と
さ
れ
る
ま
で
義
務
を
課
し
続
け
る
も
の
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、

外
国
人
所
有
財
産
没
収
権

(droit
d
'
a
u
b
a
i
n
e
)
の
廃
止
や
、
国
籍
の
得
喪
を
規
律
す
る
条
約
は
、
戦
争
中
は
運
用
を
停
止
す
る
と
み
な
さ
れ
う
る

と
述
べ
、
さ
ら
に
、
「
当
該
条
約
の
是
認
に
基
づ
き
戦
争
以
前
に
行
わ
れ
た
行
為
の
効
果
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

M
o
o
r
e
'
s
Digest, ibid., 
p. 
3
8
4
.
 

(39) 
D
e
n
i
s
,
 ibid., 
p. 6
0
5
,
 n. 
7
.
 

(40) 
H
u
d
s
o
n
,
 0
 
,p. 
cit., 
pp. 4
 8
 3
 ,
 4

8
5疇

H
a
c
k
w
o
r
t
h
,
0
 
,p. 
cit., 
pp. 3
 7
9
 
,
 3

8
2
,
 O
r
f
i
e
l
d
 a
n
d
 Re, op. 
cit., 
pp. 7
5
 ,
 7

8
.
 

(41)

本
判
決
は
、
早
速
、
他
の
下
級
審
に
も
影
椰
を
与
え
た
。
一
九
三
七
年
、
米
国
対
ギ
ャ
ロ
ウ

(
U
n
i
t
e
d
States v• 

G
a
r
r
o
w
)

事
件
に
お
い
て
、

米
国
関
税
•
特
許
上
訴
裁
判
所
は
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
も
は
や
ジ
ェ
イ
条
約
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
る
権
利
、
す
な
わ
ち
関
税
を

支
払
わ
ず
に
商
品
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。
裁
判
所
は
カ
ナ
ダ
国
民
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
区
別
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
し
、

ガ
ン
条
約
第
九
条
を
自
動
執
行
的
な
条
文
と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
。
本
事
件
に
つ
い
て
は
、

C
f
•M
c
I
n
t
y
r
e
,
 op. 
cit., 
p. 4
9
.
 

(42) 
H
a
r
v
a
r
d
 D
r
a
f
t
 o
n
 t
h
e
 L
a
w
 of T
r
e
a
t
i
e
s
,
 op. 
cit., 
p. 
1
1
7
1
.
 

(43)

実
際
、
一
九
二
八
年
―
二
月
一
五
日
、
国
務
省
の
法
務
官
は
ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
の
有
効
性
に
つ
い
て
疑
念
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
は
、
一
八
―
二
年
の
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
続
し
た
と
い
う
推
定
に
基
づ
い
て
、
英
国
政
府
が
こ
れ
ま
で
何
ら
か
の
公

式
の
行
動
を
と
っ
た
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
英
国
政
府
と
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
米
国
公
使
ア
ダ
ム
ス
氏
と
の
往
復
書
簡
で
、

戦
前
に
締
結
さ
れ
た
す
べ
て
の
条
約
は
戦
争
に
よ
っ
て
終
了
す
る
と
い
う
英
国
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
姿
勢
と
あ
い
ま
っ
て
、
英
国
政
府
が
同
条
約

第
三
条
を
有
効
と
み
な
し
て
い
な
い
こ
と
を
争
う
余
地
な
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
見
解
を
表
明
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
米
国
政

府
の
行
動
と
見
解
も
全
く
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
い
か
な
る
条
約
も
戦
争
と
い
う
単
な
る
事
実
の
み
で
終
了
し
な
い
」
と
の
見
解

に
異
議
を
表
明
し
、
「
こ
の
見
解
は
国
際
法
学
者
や
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
し
、
ポ
ー
ル
・
デ
ィ
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熟
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と
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